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(57)【要約】
　本発明は、ガイダンス信号を提供するためのデバイス
及び方法に関する。デバイスは、好ましくは、可搬式タ
ブレットコンピュータなどの可搬式デバイスに関する。
デバイスは、入力ユニットと、ディスプレイと、処理ユ
ニットとを備える。入力ユニットを介して、被験者の表
面の３次元的輪郭画像が提供され、例えば、カメラによ
って取得される。デバイスはメモリを更に備える。メモ
リは人間参照モデルを記憶し、これは、仮想的被験者を
統計的に表す。実際には、しばしば人間参照モデルによ
って表される表面輪郭が、被験者の表面輪郭と即座に一
致しないことがある。従って、処理ユニットは、人間参
照モデルを適合させて適合モデルをもたらすように構成
され、適合モデルによって表される表面輪郭は、（現実
の）被験者の表面輪郭に一致する。更には、画像が、被
験者の前の手持ち式超音波トランスデューサのいわゆる
追跡画像として取得される。処理ユニットは、追跡画像
において手持ち式超音波トランスデューサを認識し、そ
れに基づいてトランスデューサ姿勢を決定するように構
成される。実際には、手持ち式超音波トランスデューサ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイダンス信号を決定するためのデバイスであって、前記デバイスは、
　入力ユニットと、
　処理ユニットと
を備え、
　前記入力ユニットは、被験者の表面輪郭の少なくとも間接的に取得された輪郭画像を受
信し、
　前記処理ユニットは、仮想的被験者の表面輪郭、その内部形態、及びその表面輪郭とそ
の内部形態との間の関係を表す人間参照モデルにアクセスし、
　前記処理ユニットは、適合モデルによって表される表面輪郭が前記被験者の前記表面輪
郭に一致するように前記人間参照モデルを適合させて、当該適合モデルをもたらし、
　前記処理ユニットは、手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭及び前記手持ち式超
音波トランスデューサのプローブの検知範囲を表すトランスデューサモデルにアクセスし
、
　前記入力ユニットは、前記手持ち式超音波トランスデューサが前記被験者の表面に配置
されたとき、前記手持ち式超音波トランスデューサ及び前記手持ち式超音波トランスデュ
ーサを包囲する前記被験者の前記表面の包囲領域の追跡画像として取得された画像を受信
し、
　前記処理ユニットは、前記トランスデューサモデルに基づいて、前記追跡画像において
前記手持ち式超音波トランスデューサを認識して、前記被験者に対する前記手持ち式超音
波トランスデューサのトランスデューサ姿勢を導出し、
　前記処理ユニットは、前記適合モデルの前記内部形態のスキャン領域を少なくとも間接
的に表すターゲット信号を受信し、
　前記処理ユニットは、前記ターゲット信号、前記トランスデューサモデル及び前記適合
モデルに基づいて、前記被験者に対する前記手持ち式超音波トランスデューサのためのタ
ーゲット姿勢を決定して、前記検知範囲と前記スキャン領域との仮想的な合致をもたらし
、
　前記処理ユニットは、前記トランスデューサ姿勢及び前記ターゲット姿勢に基づいてガ
イダンス信号を決定し、前記ガイダンス信号は、前記手持ち式超音波トランスデューサを
前記トランスデューサ姿勢から前記ターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるための
ガイダンスを表す、デバイス。
【請求項２】
　カメラユニットは、前記被験者の前記表面輪郭の前記輪郭画像を少なくとも間接的に取
得し、
　前記カメラユニットは、前記手持ち式超音波トランスデューサが前記被験者の前記表面
に配置されたとき、前記手持ち式超音波トランスデューサ及び前記手持ち式超音波トラン
スデューサを包囲する前記被験者の前記表面の前記包囲領域の前記追跡画像を取得する、
請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記人間参照モデルは、前記仮想的被験者の前記表面輪郭の変形と前記仮想的被験者の
前記内部形態の結果的な変形との間の関係を表す変形データを備え、
　前記処理ユニットは、前記変形データに基づいて、前記人間参照モデルの前記適合を実
施する、請求項１又は２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記デバイスは、ディスプレイ及び／又は、光学的プロジェクタ、特には、レーザービ
ームプロジェクタを備え、
　ｉ）前記デバイスは、前記ガイダンス信号に基づいて、前記ディスプレイを介して、少
なくとも１つのグラフィカル要素を図示し、前記少なくとも１つのグラフィカル要素は、
前記手持ち式超音波トランスデューサを前記トランスデューサ姿勢から前記ターゲット姿
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勢へと移動及び／又は回転させるための前記ガイダンスを示す、及び／又は、
　ｉｉ）前記デバイスは、前記ガイダンス信号に基づいて、前記光学的プロジェクタを介
して、少なくとも１つのグラフィカル要素を前記被験者の前記表面に図示し、前記少なく
とも１つのグラフィカル要素は、前記手持ち式超音波トランスデューサを前記トランスデ
ューサ姿勢から前記ターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるための前記ガイダンス
を示す、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記デバイスは、少なくとも１回のアップデートを実施し、
　各アップデートについて、前記入力ユニットは、前記手持ち式超音波トランスデューサ
が前記被験者の前記表面に配置されたとき、前記手持ち式超音波トランスデューサ及び前
記手持ち式超音波トランスデューサを包囲する前記被験者の前記表面の包囲領域の取得さ
れた更なる追跡画像を、アップデートされた追跡画像として受信し、前記処理ユニットは
、前記トランスデューサモデルに基づいて、前記アップデートされた追跡画像において前
記手持ち式超音波トランスデューサを認識して、前記被験者に対する前記手持ち式超音波
トランスデューサのアップデートされたトランスデューサ姿勢を導出し、
　前記処理ユニットは、前記ターゲット姿勢及び以前にアップデートされたトランスデュ
ーサ姿勢に基づいて、前記ガイダンス信号を少なくとも１回アップデートする、請求項１
乃至４のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記デバイスは、複数の異なるトランスデューサ基本モデルを備えるトランスデューサ
データセットであって、前記複数の異なるトランスデューサ基本モデルの各々は、関連付
けられた手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭及びそのプローブの検知範囲を表す
、トランスデューサデータセットにアクセスし、
　前記デバイスは、前記複数の異なるトランスデューサ基本モデルのうちの１つを示すト
ランスデューサ選択信号を受信し、
　前記デバイスは、前記トランスデューサ選択信号によって示される前記トランスデュー
サ基本モデルを、前記トランスデューサモデルとして選択する、請求項１乃至５のいずれ
か一項に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記デバイスは、前記デバイスの１つのディスプレイ又は前記ディスプレイによって形
成される入力パネルを備え、
　前記入力パネル及び前記処理ユニットは、前記入力パネルへの外部操作に基づいて、前
記トランスデューサ選択信号を決定する、請求項１乃至６のいずれか一項に記載のデバイ
ス。
【請求項８】
　前記デバイスは、前記トランスデューサモデルを表すトランスデューサモデル信号を受
信する入力インターフェースを備える、請求項１乃至７のいずれか一項に記載のデバイス
。
【請求項９】
　前記デバイスは、前記トランスデューサ選択信号を受信する入力インターフェースを備
える、請求項１乃至８のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記入力インターフェースは、前記トランスデューサモデル信号又は前記トランスデュ
ーサ選択信号が前記手持ち式超音波トランスデューサから受信され得るように前記手持ち
式超音波トランスデューサとの信号接続を確立する、請求項８又は９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記デバイスは、前記手持ち式超音波トランスデューサから超音波信号を受信する入力
インターフェースを備え、
　前記超音波信号は、前記手持ち式超音波トランスデューサによって取得されて前記被験
者の形態セグメントを図示する超音波画像を表し、
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　前記処理ユニットは、前記適合モデルをアップデートして、前記アップデートされた適
合モデルによって表された前記内部形態を前記被験者の前記形態セグメントに一致させ、
　前記処理ユニットは、前記ターゲット信号、前記トランスデューサモデル及び前記アッ
プデートされた適合モデルに基づいて、前記被験者に対する前記手持ち式超音波トランス
デューサのための前記ターゲット姿勢をアップデートして、前記検知範囲と前記スキャン
領域との仮想的な合致をもたらし、
　前記処理ユニットは、前記トランスデューサ姿勢及び前記アップデートされたターゲッ
ト姿勢に基づいて、前記ガイダンス信号をアップデートする、請求項１乃至１０のいずれ
か一項に記載のデバイス。
【請求項１２】
　手持ち式超音波トランスデューサのためのガイダンスを提供するためのシステムであっ
て、前記システムは、
　手持ち式超音波トランスデューサと、
　請求項１乃至１１のいずれか一項に記載のデバイスと
を備え、
　前記手持ち式超音波トランスデューサは、前記被験者の前記表面に配置され、
　前記手持ち式超音波トランスデューサ及び前記デバイスは、前記ガイダンス信号を前記
デバイスから前記手持ち式超音波トランスデューサへと送信し、
　前記手持ち式超音波トランスデューサは、光学的手段及び／又は音響的手段を有する出
力ユニットを備え、
　前記手持ち式超音波トランスデューサは、前記ガイダンス信号に基づいて、前記出力ユ
ニットを介して前記ガイダンスを示す、システム。
【請求項１３】
　ガイダンス信号を決定するための方法であって、前記方法は、　ａ）被験者の表面輪郭
の少なくとも間接的に取得された輪郭画像を提供するステップと、
　ｂ）人間参照モデルにアクセスするステップであって、前記人間参照モデルは、仮想的
被験者の表面輪郭、その内部形態、及びその表面輪郭とその内部形態との間の関係を表す
、ステップと、
　ｃ）適合モデルによって表される表面輪郭が前記被験者の前記表面輪郭に一致するよう
に前記人間参照モデルを適合させて、適合モデルをもたらすステップと、
　ｄ）トランスデューサモデルにアクセスするステップであって、前記トランスデューサ
モデルは、手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭及び前記手持ち式超音波トランス
デューサのプローブの検知範囲を表す、ステップと、
　ｅ）前記手持ち式超音波トランスデューサが前記被験者の表面に配置されたとき、前記
手持ち式超音波トランスデューサ及び前記手持ち式超音波トランスデューサを包囲する前
記被験者の前記表面の包囲領域の追跡画像を提供するステップと、
　ｆ）前記トランスデューサモデルに基づいて、前記追跡画像において前記手持ち式超音
波トランスデューサを認識して、前記被験者に対する前記手持ち式超音波トランスデュー
サのトランスデューサ姿勢を導出するステップと、
　ｇ）ターゲット信号を受信するステップであって、前記ターゲット信号は、前記適合モ
デルの前記内部形態のスキャン領域を少なくとも間接的に表す、ステップと、
　ｈ）前記ターゲット信号、前記トランスデューサモデル及び前記適合モデルに基づいて
、前記被験者に対する前記手持ち式超音波トランスデューサのためのターゲット姿勢を決
定して、前記検知範囲と前記スキャン領域との仮想的な合致をもたらすステップと、
　ｉ）前記トランスデューサ姿勢及び前記ターゲット姿勢に基づいてガイダンス信号を決
定するステップであって、前記ガイダンス信号は、前記手持ち式超音波トランスデューサ
を前記トランスデューサ姿勢から前記ターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるため
のガイダンスを表す、ステップと
を備える、方法。
【請求項１４】
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　請求項１乃至１１のいずれか一項に記載のデバイスを制御するためのコンピュータプロ
グラムであって、処理ユニットによって実行されたときに、請求項１３に記載の方法のス
テップを実施する、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のコンピュータプログラムを記憶した、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガイダンス信号を決定するためのデバイス及び方法に関する。本発明は更に
、手持ち式超音波トランスデューサのためのガイダンスを提供するためのシステムに関す
る。更には、本発明は、コンピュータプログラム要素及びコンピュータ可読媒体に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　手持ち式超音波トランスデューサは、超音波の適用に基づく診断撮像技術において知ら
れ、使用されている。ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ（超音波）という語は、ｕｌｔｒａｓｏｕｎ
ｄ（超音波）とも称される。手持ち式超音波トランスデューサは、診断のための医学的検
査、疾病解析、並びに／又は手術中のガイド及び／若しくは撮像のために使用される。手
持ち式超音波トランスデューサは、「手持ち式」のデバイス又は可搬式のデバイスとして
使用される。故に、それは、非常に柔軟に位置付け及び／又は方向付けされ得、被験者に
対して任意の位置及び／又は向きに配置され得る。手持ち式超音波トランスデューサを介
した超音波撮像は、コスト効率が良く、移動性があり、既に利用可能である。手持ち式超
音波トランスデューサを介して取得された超音波画像の価値は、しばしば、手持ち式超音
波トランスデューサを取り扱うオペレータのスキルに依存する。特には、所与のスクリー
ニング及び／又は診断タスクのために超音波画像を取得するための、最適なトランスデュ
ーサ位置及び／又は最適なトランスデューサ向きへの手持ち式超音波トランスデューサの
ナビゲーションは、しばしば困難である。結果として、しばしば、放射線科医師、音波検
査者、心臓専門医師及び／又は他の訓練を受けた医師などの専門的な医療スタッフだけが
、手持ち式超音波トランスデューサを介して適切な超音波検査を実施し得る。
【０００３】
　米国特許出願公開第２０１３／０２３７８１１Ａ１号は、センサ及び器具を追跡及びガ
イドするための方法及びシステムに関する。前記文書は、マシンビジョンカメラシステム
を具備するハウジングを有する超音波トランスデューサを開示している。一体化されたカ
メラで、患者の身体などの物体を視認し、空間に置ける超音波トランスデューサのｘ、ｙ
、ｚ位置及び物体に対するピッチ、ヨー、及びロール向きを決定する。ある時点における
位置及び向きは、同一の時点における超音波スキャンとともに、空間的位置合わせスキャ
ンとして記録ファイルに保存される。次いで、スペックルの超音波アーチファクトを低減
するために、身体の同一の領域の空間的に位置合わせされたスキャンが比較され、組織の
タイプ及びゴム状弾性がリファインされ得る。組織の３次元的モデルは、ユーザに対して
提示され得る。更に、空間的位置合わせ装置が開示され、これは、カメラによって撮影さ
れた画像を使用して、物体に対する超音波トランスデューサの空間的位置及び向きを決定
するように構成された少なくとも１つのプロセッサによる実行のための命令を有するメモ
リを含む。更に、ディスプレイが、プロセッサに動作可能に接続され得、このディスプレ
イは、決定された空間的位置及び向き並びに超音波トランスデューサからの出力から作成
又はリファインされた物体の３次元的表現を表示するように構成される。ディスプレイは
、関心対象アイテムの場所、又は医療器具に対するセンサプローブの保存された位置及び
向きを表示するためにも使用され得る。この表示は、方向矢印などのグラフィカルなガイ
ド要素を含む。
【０００４】
　前述の文献は、グラフィカルなガイド要素を提供し、身体の同一の領域の空間的に位置
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合わせされた複数のスキャンを、比較目的のため及びスペックルの超音波アーチファクト
を低減するために使用するものであるが、手持ち式超音波トランスデューサが医療専門家
によって操作されない場合、信頼性の高い超音波画像を提供するという問題は残されてい
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　手持ち式超音波トランスデューサを介して信頼性の高い超音波画像が取得されるように
、経験の乏しいオペレータが、被験者に対して、手持ち式超音波トランスデューサを位置
付け及び／又は方向付けすることを可能にする自動的なガイダンスへの需要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の目的は、独立請求項の各々の主題によって解決される。更なる実施形態が、そ
れぞれの従属請求項に組み込まれる。本発明の以下に説明される態様は、少なくとも類似
のやり方において、デバイス、システム、方法、コンピュータプログラム要素及びコンピ
ュータ可読媒体にも適用されることに留意されたい。
【０００７】
　本発明の第１の態様によると、ガイダンス信号を決定するためのデバイスが提供される
。デバイスは、入力ユニットと、処理ユニットとを備える。入力ユニットは、被験者の表
面輪郭の少なくとも間接的に取得された輪郭（８）画像を受信するように構成される。処
理ユニットは、人間参照モデルにアクセスするように構成される。人間参照モデルは、仮
想的被験者の表面輪郭、その内部形態、及びその表面輪郭とその内部形態との間の関係を
表す。処理ユニットは更に、人間参照モデルを適合させて適合モデルをもたらすように構
成され、適合モデルによって表される表面輪郭は被験者の撮像された表面輪郭に一致する
。処理ユニットは更に、手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭及び手持ち式超音波
トランスデューサのプローブの検知範囲（視野）を表すトランスデューサモデルにアクセ
スするように構成される。入力ユニットは、手持ち式超音波トランスデューサが被験者の
表面に配置されたとき、手持ち式超音波トランスデューサ及び手持ち式超音波トランスデ
ューサを包囲する被験者の表面の包囲領域の追跡画像として取得された画像を受信するよ
うに構成される。処理ユニットは更に、トランスデューサモデルに基づいて、追跡画像に
おいて手持ち式超音波トランスデューサを認識して、被験者に対する手持ち式超音波トラ
ンスデューサのトランスデューサ姿勢（トランスデューサの向き）を導出するように構成
される。処理ユニットは、適合モデルの内部形態のスキャン領域を少なくとも間接的に表
すターゲット信号を受信するように構成される。処理ユニットは、ターゲット信号、トラ
ンスデューサモデル及び適合モデルに基づいて、被験者に対する手持ち式超音波トランス
デューサのためのターゲット姿勢を決定して、検知範囲とスキャン領域との仮想的な合致
をもたらすように構成される。処理ユニットは更に、トランスデューサ姿勢及びターゲッ
ト姿勢に基づいてガイダンス信号を決定するように構成され、ガイダンス信号は、手持ち
式超音波トランスデューサをトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又
は回転させるためのガイダンスを表す。
【０００８】
　一実施例によると、被験者の表面輪郭の輪郭画像を少なくとも間接的に取得するように
構成されたカメラが備えられる。
【０００９】
　一実施例によると、カメラユニットは、手持ち式超音波トランスデューサが被験者の表
面に配置されたとき、手持ち式超音波トランスデューサ及び手持ち式超音波トランスデュ
ーサを包囲する被験者の表面の包囲領域の追跡画像を取得するように構成される。
【００１０】
　その結果、ガイダンス信号が、手持ち式超音波トランスデューサの実際の姿勢を向上さ
せるための基礎を提供し、手持ち式超音波トランスデューサのオペレータは、手持ち式超
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音波トランスデューサをそれに従って移動及び／又は再方向付けでき、トランスデューサ
姿勢とターゲット姿勢との合致が達成され得る。例えば、それぞれのガイダンスは、ガイ
ダンス信号を介して及び／又はガイダンス信号に基づいて、光学的に図示される。結果と
して、手持ち式トランスデューサのオペレータは、トランスデューサ姿勢が所望のターゲ
ット姿勢と合致するように手持ち式超音波トランスデューサをどのように移動及び／又は
回転させるかについての指示を受け取る。結果として、手持ち式超音波トランスデューサ
を介して、向上した超音波画像が取得される。更なる結果として、向上した医学的検査及
び／又は向上した医学的診断が達成される。
【００１１】
　一実施例において、デバイス及び手持ち式超音波トランスデューサは各々、個々に及び
／又は別個に形成される。更なる実施例において、手持ち式超音波トランスデューサは、
デバイスに機械的に接続されてはいない。故に、デバイス及び手持ち式超音波トランスデ
ューサは、機械的に独立している。従って、デバイスのカメラユニットは、手持ち式トラ
ンスデューサ及び手持ち式超音波トランスデューサを包囲する被験者の表面の包囲領域の
追跡画像を取得する。一実施例において、デバイスは可搬式デバイス、例えば、携帯電話
又は可搬式タブレットコンピュータデバイスである。一実施例において、カメラユニット
は、３Ｄカメラを備える。３Ｄカメラは、輪郭画像を、３Ｄ画像として又は奥行き画像と
して、直接的に取得するように構成される。更なる実施例において、カメラユニットは、
２Ｄカメラである。カメラユニットは、被験者の表面の複数の画像、特には２Ｄ画像を取
得し、以前に取得された複数の画像に基づいて、輪郭画像を、特には３Ｄ画像又は奥行き
画像として決定するように構成される。一実施例において、カメラユニットは、輪郭画像
を決定するために、サブ処理ユニットを備え又は処理ユニットにアクセスするように構成
される。更なる実施例において、カメラユニットは、ステレオカメラ、飛行時間カメラ（
ｔｉｍｅ－ｏｆ－ｆｌｉｇｈｔ　ｃａｍｅｒａ）、レーザー範囲スキャナ、構造光カメラ
、熱センサカメラなどを備え、又はこれらによって形成される。
【００１２】
　処理ユニットは人間参照モデルにアクセスするように構成される。一実施例において、
人間参照モデルは、デバイスのメモリユニットに記憶される。メモリユニットはデバイス
に備えられる。代替的に及び／又は追加的に、デバイスは、別のデバイス及び／又はシス
テムから人間参照モデルにアクセスするように構成されたインターフェース、特には通信
インターフェースを備える。通信インターフェースは、無線通信インターフェース又はケ
ーブル通信インターフェースである。
【００１３】
　人間参照モデルは、仮想的被験者の表面輪郭を表す。仮想的被験者は、必ずしも実際の
被験者を表すものではない。代わりに、仮想的被験者は、任意の被験者又は任意の被験者
の集合を単に統計的に表すものである。
【００１４】
　人間参照モデルは更に、仮想的被験者の内部形態、及び仮想的被験者の表面輪郭と仮想
的被験者の内部形態との間の関係を表す。一実施例において、仮想的被験者の内部形態は
、仮想的被験者の解剖学的構造に関連し、及び／又は仮想的被験者の解剖学的構造である
。解剖学的構造は、少なくとも１つの内臓、骨格の少なくとも一部及び／又は血管系の少
なくとも一部に関する。故に、人間参照モデルは、仮想的被験者の少なくとも１つの内臓
、仮想的被験者の表面輪郭及び前記表面輪郭と仮想的被験者の少なくとも１つの内臓との
間の関係を表す。内側形態と表面輪郭との間の関係は、機能的関係に関する。故に、この
関係は、もしも表面輪郭が修正又は適合を受けたとしたときに、それぞれ内部形態をどの
ように修正し、又は適合させるかについての情報を表す。換言すれば、もしも仮想的被験
者の表面輪郭の適合が実行されたとしたら、この関係は、それに応じて内部形態をどのよ
うに適合させるかについての情報を提供する。好ましくは、人間参照モデルの適合は、こ
のような適合が全体的な人間参照モデルに対して行われるように実施される。その結果、
人間参照モデルの表面輪郭の適合は、特には前記輪郭表面と前記内部形態との間の関係に
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基づいて、人間参照モデルの内部形態の類似の適合をもたらす。従って、一実施例におい
て、処理ユニットは、全体的な人間参照モデルに対して人間参照モデルの適合を実施して
、一致及び／又は適合された表面輪郭、それに応じて適合された内部形態、並びに、一致
及び／又は適合された表面輪郭と適合された内部形態と間のそれに応じて適合された関係
を表す適合モデルをもたらすように構成される。一実施例において、適合モデルの内部形
態は、適合モデルによって表された内部形態を指す。更なる実施例において、適合モデル
の表面輪郭は、適合モデルによって表された表面輪郭を指す。故に、人間参照モデルは、
もたらされる適合モデルが任意の被験者、特には輪郭画像が以前に取得された被験者に合
致するように適合される。
【００１５】
　一実施例において、手持ち式超音波トランスデューサは、超音波放射を射出及び／又は
受信するように構成されたプローブを備える。結果として、手持ち式超音波トランスデュ
ーサのプローブは、超音波放射が以前に射出された及び／又は反射された視野からの超音
波放射を取得するように構成される。更なる結果として、検知範囲は、手持ち式超音波ト
ランスデューサのプローブと関連付けられる。換言すれば、検知範囲は、超音波検査又は
スキャンが、手持ち式超音波トランスデューサのプローブについて実施される範囲である
。
【００１６】
　処理ユニットは、トランスデューサモデルにアクセスするように構成される。トランス
デューサモデルは、デバイスのメモリに記憶される。代替的に及び／又は追加的に、トラ
ンスデューサモデルは、特にはサーバから及び／又は手持ち式超音波トランスデューサか
ら、デバイスのインターフェース（特には通信インターフェース）を介してアクセスされ
る。この目的のために、例えばＵＳＢ接続を介して及び／又は無線接続を介して、一時的
な信号接続がデバイスと手持ち式超音波トランスデューサとの間に提供される。このよう
な信号接続に基づいて、トランスデューサモデルは、処理ユニットを介して、例えばサー
バ又は手持ち式超音波トランスデューサのためにそれぞれアクセスされる。
【００１７】
　トランスデューサモデルは、手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭及び手持ち式
超音波トランスデューサのプローブの検知範囲を表す。故に、トランスデューサモデルは
、特には画像において手持ち式超音波トランスデューサを認識するために、手持ち式超音
波トランスデューサの表面輪郭に関する情報を提供する。検知範囲は、好ましくは、手持
ち式超音波トランスデューサのプローブに固定的である。故に、手持ち式超音波トランス
デューサが認識されて、手持ち式超音波トランスデューサの位置及び／又は向きがもたら
されると、この情報に基づいて、認識された手持ち式超音波トランスデューサの検知範囲
の位置及び／又は向きが決定される。更には、手持ち式超音波トランスデューサは、被験
者の特定の領域をスキャンするように、又は対象者の特定の内臓をスキャンするように構
成される。例えば、手持ち式超音波トランスデューサは、被験者の肝臓又は前立腺をスキ
ャンするように構成される。それぞれの構成は、検知範囲にも関連する。例えば、肝臓が
撮像されるべきであるか又は前立腺が撮像されるべきであるかによって、検知範囲は異な
る。その結果、取得されるべきターゲットスキャン領域によって、それに応じて構成され
た検知範囲についてのそれぞれの情報が、トランスデューサモデルによって表される。更
なる実施例において、処理ユニットは、スキャンされるべきターゲット領域に基づいて、
手持ち式超音波トランスデューサに関連付けられた検知範囲を選択し、又は適合させるよ
うに構成される。故に、トランスデューサモデルは、手持ち式超音波トランスデューサの
プローブの個々の検知範囲を表し、又は手持ち式超音波トランスデューサのプローブの適
合可能な検知範囲を表す。
【００１８】
　超音波画像を取得するために、手持ち式超音波トランスデューサは、被験者の表面に配
置される。このような場合、カメラユニットは、手持ち式超音波トランスデューサ及び手
持ち式超音波トランスデューサを包囲する被験者の表面の包囲領域の追跡画像を取得する



(9) JP 2020-509858 A 2020.4.2

10

20

30

40

50

ように構成される。追跡画像は、２次元的画像又は３次元的画像である。追跡画像は、被
験者の表面の包囲領域を表すので、追跡画像は、被験者の表面輪郭の以前に取得された輪
郭画像の一部分（ｓｕｂ－ｐａｒｔ）も表す。結果として、処理ユニットは、一時的な位
置及び／又は向き情報を決定するために、輪郭画像に対する追跡画像の位置合わせを実施
するように構成される。この一時的な位置及び／又は向き情報は、処理ユニットを介して
、被験者の表面に配置された手持ち式超音波トランスデューサの位置及び／又は向きを決
定するために使用される。
【００１９】
　故に、処理ユニットは、トランスデューサモデルに基づいて、追跡画像において手持ち
式超音波トランスデューサを認識して、被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサ
のトランスデューサ姿勢を導出するように構成される。一実施例において、トランスデュ
ーサ姿勢は、被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサのトランスデューサ位置、
及び／又は被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサのトランスデューサ向きを表
す。故に、輪郭画像、人間参照モデル、トランスデューサモデル及び追跡画像を使用する
ことによって、処理ユニットは、手持ち式超音波トランスデューサの実際のトランスデュ
ーサ姿勢を決定する。
【００２０】
　処理ユニットは、適合モデルの内部形態のスキャン領域を少なくとも間接的に表すター
ゲット信号を受信するように構成される。一実施例において、ターゲット信号は、デバイ
スのユーザインターフェースへのユーザ入力からもたらされる。例えば、デバイスはユー
ザ入力インターフェースを備える。ユーザ入力インターフェースを介したユーザ入力に基
づいて、ユーザは、適合モデルの内部形態によって表された内臓を選択する。それぞれ選
択された内臓は、スキャンされるべき領域であり、故に、適合モデルの内部形態のスキャ
ン領域を表す。ターゲット信号は、ユーザ入力に基づいて決定される。故に、ターゲット
信号は、適合モデルの内部形態のスキャン領域を少なくとも間接的に表す。その結果、タ
ーゲット信号は、手持ち式超音波トランスデューサを介して被験者がスキャンされるべき
場所の情報を備える。更なる実施例において、処理ユニットは、別のデバイスにアクセス
することによって、例えば、デバイスのインターフェースを介してサーバにアクセスする
ことによって、ターゲット信号を受信するように構成される。
【００２１】
　処理ユニットは、ターゲット信号、トランスデューサモデル及び適合モデルに基づいて
、被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサのためのターゲット姿勢を決定して、
検知範囲とスキャン領域との仮想的な合致をもたらすように構成される。故に、手持ち式
超音波トランスデューサが、被験者に対してターゲット姿勢に位置付け及び／又は方向付
けされたとき、手持ち式超音波トランスデューサのプローブの検知範囲は、それに応じた
所望の被験者のスキャン領域をスキャンする。一実施例において、手持ち式超音波トラン
スデューサがターゲット姿勢に配置されたとき、例えば、関心対象となる被験者の所望の
内臓が、手持ち式超音波トランスデューサを介して確実にスキャンされ得る。
【００２２】
　処理ユニットは、トランスデューサ姿勢及びターゲット姿勢に基づいてガイダンス信号
を決定するように構成され、ガイダンス信号は、手持ち式超音波トランスデューサをトラ
ンスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転及び／又は方向付けさせる
ためのガイダンスを表す。故に、特には関心対象となる被験者の内臓が配置されている被
験者の所望のスキャン領域を確実にスキャンするために手持ち式超音波トランスデューサ
が位置付け及び／又は方向付けされるターゲット姿勢に手持ち式超音波トランスデューサ
が配置されるように、ガイダンス信号は、手持ち式超音波トランスデューサをどのように
移動、回転及び／又は方向付けさせるかについての情報を提供する。その結果、ターゲッ
ト姿勢に配置された手持ち式超音波トランスデューサは、関心対象となる内臓の超音波画
像を表す信号を提供し、これは、後続の医学的診断を改善する。更には、それぞれの医学
的診断はより信頼性の高いものとなる。
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【００２３】
　なおも更にその結果、ガイダンス信号に基づいて、手持ち式超音波トランスデューサの
取り扱い経験のより乏しいオペレータでさえも、被験者の所望の領域の信頼性の高い所望
の超音波画像を手持ち式超音波トランスデューサによって取得することが可能になる。
【００２４】
　なおも更にその結果、デバイスは、それぞれの任意の手持ち式超音波トランスデューサ
の任意のトランスデューサモデルにアクセスするように構成される。故に、デバイスは、
信頼性の高い所望の手持ち式超音波画像を取得するために、任意の手持ち式超音波トラン
スデューサのオペレータが、前記手持ち式超音波トランスデューサをターゲット姿勢に配
置するためにガイダンスを受け取るという更なる効果を提供する。
【００２５】
　デバイスの例示的な実施形態によると、人間参照モデルは、仮想的被験者の表面輪郭の
変形と仮想的被験者の内部形態の結果的な変形との間の関係を表す変形データを備え、処
理ユニットは、変形データに基づいて、人間参照モデルの適合を実施するように構成され
る。一実施例において、変形データは統計的データである。故に、変形データは、以前に
撮影された、異なる身体的特性を有する複数の被験者のデータに基づいて決定される。従
って、人間参照モデルは、統計的モデルである。変形データは、複数の仮想的被験者の各
々の表面輪郭及びそれらの内部形態の各々を表す。変形データは更に、表面輪郭の各々と
それに関連するそれらそれぞれの内部形態との機能的関係の情報に関する。故に、変形デ
ータは、仮想的及び（現実の）被験者の輪郭表面が互いに対して一致するように、仮想的
被験者の輪郭表面に与えられた変形（これは適合プロセス中にもたらされる）に応じて、
前記仮想的被験者の内部形態がどのように変形及び／又は適合されるべきかについての情
報を表す。従って、結果的な適合モデルも、変形データに基づいて決定される。
【００２６】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスはディスプレイを備え、デバイ
スは、ガイダンス信号に基づいて、ディスプレイを介して、少なくとも１つのグラフィカ
ル要素を図示するように構成され、少なくとも１つのグラフィカル要素は、手持ち式超音
波トランスデューサをトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転
させるためのガイダンスを示す。一実施例において、グラフィカル要素は、矢印、記号並
びに／又は任意の他の文字及び／若しくはマークを指す。少なくとも１つのグラフィカル
要素は、このようなグラフィカル要素の図示が、手持ち式超音波トランスデューサのため
のターゲット姿勢に達するために手持ち式超音波トランスデューサをどのように移動及び
／又は回転させるかについての情報を手持ち式超音波トランスデューサのオペレータに提
供するように形成及び／又はデザインされる。故に、オペレータは、被験者の所望の領域
、特には被験者の所望の内臓をスキャンするために、手持ち式超音波トランスデューサを
移動及び／又は回転させるためのガイダンスを受け取る。結果として、少なくとも１つの
グラフィカル要素によって提供されるガイダンスに従うオペレータは、被験者の所望のス
キャン領域、特には所望の内臓を、手持ち式超音波トランスデューサを介して高い信頼性
でスキャンすることが可能になる。その結果、手持ち式超音波トランスデューサの経験豊
かなオペレータ又は経験の乏しいオペレータであっても、被験者の前記所望のスキャン領
域をスキャンすることが可能になる。
【００２７】
　一実施例において、デバイスは、携帯電話又は可搬式タブレットコンピュータである。
従って、デバイスは、ディスプレイばかりでなくカメラユニットも備える。一実施例にお
いて、カメラユニットは、ディスプレイに対して反対側の外側に配置される。故に、デバ
イスは、少なくとも１つの追跡画像を取得し、少なくとも１つのグラフィカル要素をリア
ルタイムに図示するように構成される。その結果、デバイスの取り扱いが改善される。
【００２８】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスは、光学的プロジェクタ、特に
は、レーザービームプロジェクタを備え、デバイスは、ガイダンス信号に基づいて、光学
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的プロジェクタを介して、少なくとも１つのグラフィカル要素を被験者の表面に図示する
ように構成され、少なくとも１つのグラフィカル要素は、手持ち式超音波トランスデュー
サをトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるためのガイ
ダンスを示す。一実施例において、光学的プロジェクタは、光を投影するプロジェクタ、
又は光プロジェクタと称される。一実施例において、グラフィカル要素は、矢印、記号及
び／又は任意の他のマーク要素を指す。更なる実施例において、少なくとも１つのグラフ
ィカル要素は、被験者の表面上で手持ち式超音波トランスデューサの隣に投影され、デバ
イス及び／又は手持ち式超音波トランスデューサのオペレータは、手持ち式超音波トラン
スデューサのすぐ近傍でそれぞれのガイダンスを受け取る。その結果、デバイス及び／又
は手持ち式超音波トランスデューサのオペレータは、デバイス及び／又は手持ち式超音波
トランスデューサのそれぞれの取り扱いを中断する必要がなくなる。例えば、もしもオペ
レータが、手持ち式超音波トランスデューサを操作し、被験者の表面に配置された手持ち
式超音波トランスデューサを観察していたとすると、オペレータは、この観察中に、被験
者の表面に投影された少なくとも１つのグラフィカル要素を認識し、手持ち式超音波トラ
ンスデューサをターゲット姿勢に配置するためにガイダンスに従うことができる。その結
果、ターゲット姿勢に配置されている手持ち式超音波トランスデューサは、被験者のスキ
ャン領域、特には被験者の所望の内臓の超音波画像の取得を可能にする。更にその結果、
信頼性の高い超音波画像が、手持ち式超音波トランスデューサを介して取得される。
【００２９】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスは、少なくとも１回のアップデ
ートを実施するように構成される。各アップデートについて、（１）入力ユニットは、手
持ち式超音波トランスデューサが被験者の表面に配置されたとき、手持ち式超音波トラン
スデューサ及び手持ち式超音波トランスデューサを包囲する被験者の表面の包囲領域の取
得された更なる追跡画像（例えば、カメラによって取得されたもの）を、アップデートさ
れた追跡画像として受信するように構成され、（２）処理ユニットは、トランスデューサ
モデルに基づいて、アップデートされた追跡画像において手持ち式超音波トランスデュー
サを認識して、被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサのアップデートされたト
ランスデューサ姿勢を導出するように構成される。処理ユニットは更に、ターゲット姿勢
及び以前にアップデートされたトランスデューサ姿勢に基づいて、ガイダンス信号を少な
くとも１回、特には各アップデートの終わりに、アップデートするように構成される。そ
の結果、更なる／新たな追跡画像の各アップデートの後に、ガイダンス信号がアップデー
トされる。例えば、もしもオペレータが、それぞれのガイダンスを示すよう図示されたグ
ラフィカル要素に基づいて手持ち式超音波トランスデューサの姿勢を向上させたとするな
ら、それに続いて取得される追跡画像は、「更なる追跡画像」となる。このようにして、
ガイダンス信号のアップデートが実施される。更に、アップデートされたガイダンス信号
は、それぞれのアップデートされたグラフィカル要素を介して、オペレータの注意を引く
。一実施例において、デバイスは、アップデートされたガイダンス信号に基づいて、ディ
スプレイを介して、少なくとも１つのアップデートされたグラフィカル要素を図示するよ
うに構成される。結果として、オペレータは、手持ち式超音波トランスデューサの姿勢を
引き続いて向上させるために、特には、手持ち式超音波トランスデューサがターゲット姿
勢に配置されるまで、フィードバックを受け取る。一実施例において、デバイスは、手持
ち式超音波トランスデューサがターゲット姿勢に到達したときに、ディスプレイを介して
、グラフィカル要素として特別なグラフィカル要素を図示するように構成される。結果と
して、オペレータは、手持ち式超音波トランスデューサの現在の姿勢が、被験者のスキャ
ン領域、特には被験者の所望の内臓の信頼性の高い及び／又は所望の超音波画像を手持ち
式超音波トランスデューサが取得することを可能にするという情報を受け取る。
【００３０】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスは、複数の異なるトランスデュ
ーサ基本モデルを備えるトランスデューサデータセットであって、複数の異なるトランス
デューサ基本モデルの各々は、関連付けられた手持ち式超音波トランスデューサの表面輪
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郭及びそのプローブの検知範囲を表す、トランスデューサデータセットにアクセスするよ
うに構成され、デバイスは、複数の異なるトランスデューサ基本モデルのうちの１つを示
すトランスデューサ選択信号を受信するように構成され、デバイスは、トランスデューサ
選択信号によって示されるトランスデューサ基本モデルを、トランスデューサモデルとし
て選択するように構成される。一実施例において、トランスデューサデータセットはその
ようなデータセットを指す。一実施例において、トランスデューサ選択信号はそのような
信号を指す。一実施例において、デバイスは、トランスデューサ選択信号を受信するよう
に構成されたインターフェースを備える。インターフェースは、通信インターフェースで
ある。代替的に及び／又は追加的に、デバイスは、トランスデューサ選択信号を少なくと
も間接的に受信するように構成されたユーザ入力インターフェースを備える。更なる実施
例において、デバイスは、トランスデューサデータセットを記憶するメモリを備える。代
替的に及び／又は追加的に、デバイスは、異なるデバイス、特にはサーバからトランスデ
ューサデータセットにアクセスするように構成される。この目的のために、特には、デバ
イスは、トランスデューサデータセットにアクセスするために、更なるデバイス、特には
サーバとの信号接続を確立するように構成された更なるインターフェースを備える。一実
施例において、異なるトランスデューサ基本モデルは、異なる種類及び／又はタイプの手
持ち式超音波トランスデューサに関する。
【００３１】
　その結果、デバイスは、異なる種類及び／又はタイプの手持ち式超音波トランスデュー
サと協働するように構成される。一実施例において、超音波画像を取得するために被験者
の表面に配置される特定の場合において使用されている手持ち式超音波トランスデューサ
のタイプ及び／又はモデルに応じて、トランスデューサ選択信号は、それぞれのトランス
デューサ基本モデルをトランスデューサモデルとして選択するために使用される。結果と
して、それぞれの手持ち式超音波トランスデューサが、追跡画像において認識され得る。
更にその結果、被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサの信頼性の高いトランス
デューサ姿勢が決定される。その結果、特定のケースにおいて使用されるべきトランスデ
ューサモデルが、トランスデューサ選択信号を介して選択される。
【００３２】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスは、デバイスの１つのディスプ
レイ又は前記ディスプレイによって形成される入力パネルを備え、入力パネル及び処理ユ
ニットは、入力パネルへの外部操作に基づいて、トランスデューサ選択信号を決定するよ
うに構成される。一実施例において、ディスプレイはタッチスクリーンである。故に、タ
ッチスクリーンはそのようなディスプレイを形成し、同様に入力パネルも形成する。入力
パネルは、デバイスのインターフェース又はデバイスのユーザ入力インターフェースとも
称される。
【００３３】
　一実施例において、入力パネルの外部操作は、選択されるべきトランスデューサ基本モ
デルが示されているディスプレイの特定の表面エリアにおけるディスプレイへのタッチ操
作及び／又はユーザ入力を指す。故に、オペレータは、入力パネルを介して、示された基
本モデルのうちの１つを選択し、それぞれの選択は、トランスデューサ選択信号を少なく
とも間接的にもたらす。一実施例において、ディスプレイは、トランスデューサ基本モデ
ルのリストを表示し、オペレータは、前記リストのうちの１つのアイテムを選択すること
でそれぞれのトランスデューサ基本モデルを選択してそれぞれのトランスデューサ選択信
号をもたらし、選択されたトランスデューサ基本モデルはトランスデューサモデルを形成
する。その後、このトランスデューサモデルは、例えば、追跡画像における手持ち式超音
波トランスデューサの認識のために使用される。その結果、デバイスは、異なる種類及び
／又はタイプの手持ち式超音波トランスデューサと、及び／又はそれぞれのトランスデュ
ーサモデルと協働するように構成される。
【００３４】
　一実施例において、デバイスは、複数のトランスデューサ基本モデルの少なくともサブ
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セットがディスプレイに示されるようにディスプレイを制御するように構成される。一実
施例において、トランスデューサ基本モデルのサブセットのリスト、又は全てのトランス
デューサ基本モデルのリストがディスプレイに示される。故に、オペレータは、リストの
それぞれのアイテムにタッチすることによって、示されたトランスデューサ基本モデルの
うちの１つを選択する。ディスプレイ及び／又は処理ユニットは、これに基づいて、それ
ぞれのトランスデューサ選択信号を決定するように構成される。
【００３５】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスは、トランスデューサモデルを
表すトランスデューサモデル信号を受信するように構成された入力インターフェースを備
える。一実施例において、処理ユニットは、入力インターフェースを介して、トランスデ
ューサモデル信号、故にそれぞれのトランスデューサモデルにアクセスし、好ましくはこ
れを受信するように構成される。一実施例において、入力インターフェースは、ケーブル
ポートによって形成される。故に、デバイスは、トランスデューサモデル信号を受信する
ために、ケーブルポートを介して、別のデバイス、例えば手持ち式超音波トランスデュー
サに接続される。しかしながら、デバイスのケーブルポートは、トランスデューサモデル
信号を受信するために、別のデバイス、例えばサーバに接続されてもよい。ケーブルポー
トは、他のデバイスに解除可能に接続するように構成される。例えば、ケーブルポートは
、他のデバイスに一時的に接続される。トランスデューサモデル信号を受信した後、ケー
ブルポートは切断される。更なる実施例において、入力インターフェースは、無線インタ
ーフェースとして形成される。無線インターフェースは、別のデバイス、例えばサーバ又
は手持ち式超音波トランスデューサとの信号接続を確立するように構成される。その結果
、トランスデューサモデルは、入力インターフェース及び／又はそれぞれのトランスデュ
ーサモデル信号を介して処理ユニットへと送信される。更にその結果、それぞれのトラン
スデューサモデルが入力インターフェースを介して受信及び／又はアクセスされるので、
デバイスは、任意の手持ち式超音波トランスデューサと協働するように構成される。
【００３６】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスは、トランスデューサ選択信号
を受信するように構成された入力インターフェースを備える。一実施例において、この入
力インターフェースは、前に説明されたものと同一の入力インターフェースであってよく
、又は別のインターフェースによって形成されてもよい。一実施例において、トランスデ
ューサ選択信号はそのような信号を指す。更なる実施例において、トランスデューサ選択
信号は、特定の手持ち式超音波トランスデューサについての識別情報、例えば、そのモデ
ル番号及び／又はそれぞれの手持ち式超音波トランスデューサを特徴づける他のデータを
表す。結果として、処理ユニットは、トランスデューサ選択信号に応じて及び／又は基づ
いて、トランスデューサモデルを選択するように構成される。一実施例において、トラン
スデューサ選択信号は、更なるデバイス、特にはサーバ及び／又は手持ち式超音波トラン
スデューサから、入力インターフェースへと送信される。故に、手持ち式超音波トランス
デューサは、トランスデューサ選択信号をデバイスの入力インターフェースに送信するよ
うに構成される。結果として、被験者の表面に配置され、追跡画像を介して撮影される手
持ち式超音波トランスデューサが、確実に認識される。換言すれば、トランスデューサ選
択信号及び結果的なトランスデューサモデルは、認識目的のために使用される。
【００３７】
　デバイスの例示的な実施形態によると、入力インターフェースは、トランスデューサモ
デル信号又はトランスデューサ選択信号が手持ち式超音波トランスデューサから受信され
得るように手持ち式超音波トランスデューサとの信号接続を確立するように構成される。
その結果、デバイスは、手持ち式超音波トランスデューサからトランスデューサモデル信
号又はトランスデューサ選択信号を受信する。更なる効果及び／又は結果は、以前の説明
から類似のやり方で理解される。
【００３８】
　デバイスの入力インターフェースは、無線インターフェース又はケーブルポートによっ
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て形成される。手持ち式超音波デバイスは、関連付けられた入力インターフェースも備え
、このインターフェースは、更なる入力インターフェースと称される。手持ち式超音波ト
ランスデューサの更なるインターフェースは、ケーブルポート又は無線インターフェース
によって形成される。その結果、信号接続は、それぞれケーブルリンク接続又は無線リン
ク接続と称される。
【００３９】
　一実施例において、デバイス及び／又は手持ち式超音波トランスデューサは、デバイス
の入力インターフェースと手持ち式超音波トランスデューサ（特には、手持ち式超音波ト
ランスデューサの更なる入力インターフェース）との間に、所定の期間の間、特には短い
期間の間、信号接続を確立するように構成される。この期間は、トランスデューサモデル
信号及び／又はトランスデューサ選択信号を送信するために十分な期間である。その後、
信号接続は中断及び／又は切断される。結果として、その後、手持ち式超音波トランスデ
ューサを非常に柔軟に取り扱うことができる。
【００４０】
　一実施例において、手持ち式超音波トランスデューサは、トランスデューサ選択信号を
介してその識別情報、例えばそのモデル番号を送信するために、及び／又は、トランスデ
ューサモデル信号を介してトランスデューサモデルを送信するために、デバイスの入力イ
ンターフェースへと、特には短い期間の間、接続される。信号接続は、ＵＳＢ接続、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）接続、又はワイヤレス接続、特にはワイヤレスＬＡＮ接続で
ある。他の信号接続も不可視でもよい。
【００４１】
　更にその結果、デバイスは、任意の手持ち式超音波トランスデューサから、トランスデ
ューサモデル信号又はトランスデューサ選択信号を受信する。故に、デバイスは、特には
手持ち式超音波トランスデューサの全ての製造者にわたる任意の手持ち式超音波トランス
デューサとともに使用され、及び／又はこれと協働するように構成される。
【００４２】
　デバイスの更なる例示的な実施形態によると、デバイスは、手持ち式超音波トランスデ
ューサから超音波信号を受信するように構成された１つの又は前記の入力インターフェー
スを備え、超音波信号は、手持ち式超音波トランスデューサによって取得されて被験者の
形態セグメントを図示する超音波画像を表し、処理ユニットは、適合モデルをアップデー
トして、アップデートされた適合モデルによって表された内部形態を被験者の形態セグメ
ントに一致させるように構成され、処理ユニットは、ターゲット信号、トランスデューサ
モデル及びアップデートされた適合モデルに基づいて、被験者に対する手持ち式超音波ト
ランスデューサのためのターゲット姿勢をアップデートして、検知範囲とスキャン領域と
の仮想的な合致をもたらすように構成され、処理ユニットは、トランスデューサ姿勢及び
アップデートされたターゲット姿勢に基づいて、ガイダンス信号をアップデートするよう
に構成される。
【００４３】
　超音波信号は、そのような信号として称される。その結果、デバイス及び、特には、処
理ユニットは、被験者の実際の形態セグメントの超音波画像を表す超音波信号を介して、
実際の被験者の更なる情報を、特にはその形態に関する更なる情報を受信する。従って、
この情報は、アップデートされたモデルを向上させるために、及び／又はターゲット姿勢
を向上させるために、説明されたアップデートを介して考慮に入れられる。結果として、
処理ユニットは、手持ち式超音波トランスデューサのオペレータに、手持ち式超音波トラ
ンスデューサを現在のトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転
させるためのより向上したガイダンスを提供するために、ガイダンス信号をアップデート
する。一実施例において、デバイスは、アップデートされたガイダンス信号に基づいて、
ディスプレイを介して、少なくとも１つのグラフィカル要素の図示をアップデートするよ
うに構成される。ディスプレイの代わりに、光学的プロジェクタが使用されてよい。
【００４４】
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　一実施例において、デバイスの入力インターフェースは、超音波信号を受信するように
構成されたデバイスの更なる入力インターフェースによって形成される。しかしながら、
前記入力インターフェースは、代替的に、デバイスに関してここまでに論じられた少なく
とも１つの入力インターフェース内に形成及び／又はこれに一体化されてもよい。
【００４５】
　本発明の第２の態様によると、手持ち式超音波トランスデューサのためのガイダンスを
提供するためのシステムが提供される。システムは、手持ち式超音波トランスデューサ、
特にはここまでに説明されたものを備える。システムは、本発明の第１の態様による、及
び／又は、ここまでに説明された実施形態及び／又は実施例の１つによるデバイスを更に
備える。システムの手持ち式超音波トランスデューサは、被験者の表面に配置されるよう
に構成される。手持ち式超音波トランスデューサ及びデバイスは、ガイダンス信号をデバ
イスから手持ち式超音波トランスデューサへと送信するように構成される。手持ち式超音
波トランスデューサは、特には光学的手段及び／又は音響的手段を有する出力ユニットを
備える。手持ち式超音波トランスデューサは、ガイダンス信号に基づいて、出力ユニット
を介してガイダンスを示すように構成される。
【００４６】
　ここでは、デバイス及び／又は手持ち式超音波トランスデューサに関して提供された全
ての説明、実施例、特徴、効果及び／又は利点を繰り返すことはしないが、全ての上記の
実施例、説明、特徴、効果及び／又は利点は、システムについても類似のやり方で提供さ
れるものと意図されることが理解されるものである。
【００４７】
　その結果、手持ち式超音波トランスデューサのオペレータは、被験者の所望のスキャン
領域を高信頼性及び／又は高品質でスキャンするために、手持ち式超音波トランスデュー
サをどこに配置し、及び／又はどのように方向付けるかについてガイドされる。一実施例
において、少なくとも１つのグラフィカルガイド要素は、手持ち式超音波トランスデュー
サのオペレータのためのガイダンスを図示するために、手持ち式超音波トランスデューサ
の出力ユニットを介して図示される。
【００４８】
　一実施例において、手持ち式超音波トランスデューサは、ガイダンス信号に基づいて少
なくとも１つのグラフィカルガイド要素を出力するための光学的及び／又は音響的手段を
備える。一実施例において、手持ち式超音波トランスデューサは、ガイダンス信号に基づ
いて、矢印などの少なくとも１つのグラフィカルガイド要素を図示するためのディスプレ
イを備える。
【００４９】
　その結果、手持ち式超音波トランスデューサのオペレータは、もしも手持ち式超音波ト
ランスデューサの取り扱いに関して専門家でなかったとしても、実際のトランスデューサ
姿勢がターゲット姿勢と合致するように、少なくとも１つのグラフィカルガイド要素に従
って手持ち式超音波トランスデューサを移動及び／又は回転させることができる。結果と
して、被験者の所望のスキャン領域のスキャンが高い信頼性で達成される。
【００５０】
　本発明の第３の態様によると、ガイダンス信号を決定するための方法が提供される。方
法は、
　ａ）例えばデバイスのカメラユニットを介して、被験者の表面輪郭の少なくとも間接的
に取得された輪郭画像を提供するステップと、
　ｂ）例えばデバイスの処理ユニットを介して、人間参照モデルにアクセスするステップ
であって、人間参照モデルは、仮想的被験者の表面輪郭、その内部形態、及びその表面輪
郭とその内部形態との間の関係を表す、ステップと、
　ｃ）例えば処理ユニットを介して、人間参照モデルを適合させて適合モデルをもたらす
ステップであって、適合モデルによって表される表面輪郭は被験者の表面輪郭に一致する
、ステップと、
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　ｄ）例えば処理ユニットを介して、トランスデューサモデルにアクセスするステップで
あって、トランスデューサモデルは、手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭及び手
持ち式超音波トランスデューサのプローブの検知範囲を表す、ステップと、
　ｅ）手持ち式超音波トランスデューサが被験者の表面に配置されたとき、例えばカメラ
ユニットを介して、手持ち式超音波トランスデューサ及び手持ち式超音波トランスデュー
サを包囲する被験者の表面の包囲領域の追跡画像を提供するステップと、
　ｆ）例えば処理ユニットを介して、トランスデューサモデルに基づいて、追跡画像にお
いて手持ち式超音波トランスデューサを認識して、被験者に対する手持ち式超音波トラン
スデューサのトランスデューサ姿勢をもたらすステップと、
　ｇ）例えば処理ユニットを介して、ターゲット信号を受信するステップであって、ター
ゲット信号は、適合モデルの内部形態のスキャン領域を少なくとも間接的に表す、ステッ
プと、
　ｈ）例えば処理ユニットを介して、ターゲット信号、トランスデューサモデル及び適合
モデルに基づいて、被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサのためのターゲット
姿勢を決定して、検知範囲とスキャン領域との仮想的な合致をもたらすステップと、
　ｉ）例えば処理ユニットを介して、トランスデューサ姿勢及びターゲット姿勢に基づい
てガイダンス信号を決定するステップであって、ガイダンス信号は、手持ち式超音波トラ
ンスデューサをトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させる
ためのガイダンスを表す、ステップと
を有する。
【００５１】
　ステップの順番に関して、以下のことが留意される。ステップａ）は、ステップｂ）よ
りも前に又はステップｃ）よりも前に実施される。ステップｂ）は、ステップｃ）よりも
前に実施される。ステップｃ）は、ステップｄ）又はステップｅ）よりも前に実施される
。ステップｄ）は、ステップｅ）よりも前に実施される。故に、ステップｄ）は、ステッ
プａ）、ｂ）又はｃ）よりも前にさえも実施される。ステップｅ）は、ステップｆ）より
も前に実施される。ステップｆ）は、ステップｉ）よりも前に実施される。ステップｇ）
は、ステップｈ）よりも前に実施される。ステップｈ）は、ステップｉ）よりも前に実施
される。
【００５２】
　ここでは、デバイス及び／又は手持ち式超音波トランスデューサに関して提供された全
ての説明、実施例、特徴、効果及び／又は利点を繰り返すことはしないが、本発明の方法
は、デバイスがそのために構成された方法のステップを実行するように構成されるものと
意図されることが理解されるものである。故に、デバイス及び／又は手持ち式超音波トラ
ンスデューサに関してここまでに提供されたものであるが、全ての上記の実施例、説明、
特徴、効果及び／又は利点も、本発明の第３の態様による方法及び／又は以下の方法の例
示的な実施形態のうちの少なくとも１つによる方法について、類似のやり方で提供される
ものと意図される。
【００５３】
　一実施例において、ステップａ）において、デバイスのカメラユニットを介して、被験
者の表面輪郭の輪郭画像を少なくとも間接的に取得するステップが提供される。一実施例
において、ステップｅ）において、手持ち式超音波トランスデューサが被験者の表面に配
置されたとき、例えばカメラユニットを介して、手持ち式超音波トランスデューサ及び手
持ち式超音波トランスデューサを包囲する被験者の表面の包囲領域の追跡画像を取得する
ステップが提供される。
【００５４】
　方法の例示的な実施形態によると、方法は、ガイダンス信号に基づいて、デバイスのデ
ィスプレイを介して、少なくとも１つのグラフィカル要素を図示し、少なくとも１つのグ
ラフィカル要素は、手持ち式超音波トランスデューサをトランスデューサ姿勢からターゲ
ット姿勢へと移動及び／又は回転させるためのガイダンスを示す、更なるステップｊ．１
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）を有する。
【００５５】
　方法の更なる例示的な実施形態によると、方法は、ガイダンス信号に基づいて、デバイ
スのプロジェクタを介して、少なくとも１つのグラフィカル要素を被験者の表面に図示し
、少なくとも１つのグラフィカル要素は、手持ち式超音波トランスデューサをトランスデ
ューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるためのガイダンスを示す、
更なるステップｊ．２）を有する。
【００５６】
　方法の更なる例示的な実施形態によると、方法は、
　ｋ）少なくとも１回のアップデートを実施し、各アップデートについて、持ち式超音波
トランスデューサが被験者の表面に配置されたとき、カメラユニットを介して、手手持ち
式超音波トランスデューサ及び手持ち式超音波トランスデューサを包囲する被験者の表面
の包囲領域の更なる追跡画像が取得されて、アップデートされた追跡画像をもたらし、例
えば処理ユニットを介して、トランスデューサモデルに基づいて、アップデートされた追
跡画像において手持ち式超音波トランスデューサを認識して、被験者に対する手持ち式超
音波トランスデューサのアップデートされたトランスデューサ姿勢を導出するステップと
、
　ｌ）例えば処理ユニットを介して、ターゲット姿勢及び以前にアップデートされたトラ
ンスデューサ姿勢に基づいて、ガイダンス信号を少なくとも１回、特にはステップｋ）に
おいて実施される各アップデートの終わりに、アップデートするステップと
を更に有する。
【００５７】
　方法の更なる例示的な実施形態によると、ステップｄ）は、以下のサブステップ、すな
わち、
　ｄ．１）特には、例えば処理ユニットを介して、複数の異なるトランスデューサ基本モ
デルを備えるトランスデューサデータセットであって、複数の異なるトランスデューサ基
本モデルの各々は、関連付けられた手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭及びその
プローブの検知範囲を表す、トランスデューサデータセットにアクセスするサブステップ
と、
　ｄ．２）特には、例えば処理ユニットを介して、複数の異なるトランスデューサ基本モ
デルのうちの１つを示すトランスデューサ選択信号を受信するサブステップと、
　ｄ．３）特には、例えば処理ユニットを介して、トランスデューサ選択信号によって示
されるトランスデューサ基本モデルを、トランスデューサモデルとして選択するサブステ
ップと
を有する。
【００５８】
　方法の更なる例示的な実施形態によると、方法は、
　ｍ）例えば手持ち式超音波トランスデューサを介して、被験者の形態セグメントの超音
波画像を取得するステップと、
　ｎ）手持ち式超音波トランスデューサからデバイスへと超音波信号を送信するステップ
であって、超音波信号は超音波画像を表す、ステップと、
　ｏ）例えば処理ユニットを介して、適合モデルをアップデートして、アップデートされ
た適合モデルによって表された内部形態を被験者の形態セグメントに一致させるステップ
と、
　ｐ）例えば処理ユニットを介して、ターゲット信号、トランスデューサモデル及びアッ
プデートされた適合モデルに基づいて、被験者に対する手持ち式超音波トランスデューサ
のためのターゲット姿勢をアップデートして、検知範囲とスキャン領域との仮想的な合致
をもたらすステップと、
　ｑ）例えば処理ユニットを介して、トランスデューサ姿勢及びアップデートされたター
ゲット姿勢に基づいて、ガイダンス信号をアップデートするステップと
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を更に有する。
【００５９】
　方法の更なる例示的な実施形態によると、方法は、
　ｒ）アップデートされたガイダンス信号に基づいて、少なくとも１つのグラフィカル要
素の図示をアップデートするステップ
を更に有する。
【００６０】
　本発明の第４の態様によると、上に説明されたデバイスを制御するためのコンピュータ
プログラム要素であって、処理ユニットによって実行されたときに、本発明による方法を
実行するように適合されたコンピュータプログラム要素が提供される。
【００６１】
　本発明の第５の態様によると、処理ユニットによって実行されたときに、本発明による
方法を実行するように適合されたコンピュータプログラム要素を記憶したコンピュータ可
読媒体が提供される。
【００６２】
　本発明の更なる態様によると、ガイダンス信号を決定するためのデバイスが提供される
。デバイスは、好ましくは、可搬式タブレットコンピュータなどの可搬式デバイスに関す
る。デバイスは、カメラユニットと、ディスプレイと、処理ユニットとを備える。カメラ
ユニットを介して、被験者の表面の３次元的輪郭画像が取得される。３次元的輪郭画像の
取得は、カメラユニットを介して、複数の２次元的画像を取得し、その後、複数の２次元
的画像に基づいて、３次元的輪郭画像を決定することによって実施される。３次元的輪郭
画像の決定は、処理ユニットによって実施される。デバイスのディスプレイ及び処理ユニ
ットは、被験者の表面の輪郭画像を表示するように構成される。結果として、デバイスの
オペレータは、輪郭画像が、被験者の所望の表面領域を図示しているかについてチェック
する。デバイスはメモリを更に備える。メモリは人間参照モデルを記憶する。人間参照モ
デルは、デバイスの入力インターフェースを介して、サーバから又は手持ち式超音波トラ
ンスデューサから、前もってアクセスされる。この目的のために、入力インターフェース
は、サーバ又は手持ち式超音波デバイスとの信号接続を、それぞれ確立するために構成及
び／又は形成される。人間参照モデルは、仮想的被験者を統計的に表す。特には、人間参
照モデルは、仮想的被験者を、その表面輪郭、その内部形態及びその表面輪郭とその内部
形態との相関関数によって表す。被験者モデルは、異なる被験者の以前に取得されたデー
タを介して決定される。仮想的被験者は、例えば、複数の被験者から以前に取得されたデ
ータの数学的平均を表す。故に、人間参照モデルは、参照モデルとして機能する。実際に
は、しばしば人間参照モデルによって表される表面輪郭が、被験者の表面輪郭と即座に一
致しないことがある。従って、処理ユニットは、人間参照モデルを適合させて適合モデル
をもたらすように構成され、適合モデルによって表される表面輪郭は、カメラユニットを
介して以前にそこから輪郭画像が取得された（現実の）被験者の表面輪郭に一致する。故
に、人間参照モデルによって表される表面輪郭は、実際の被験者の表面輪郭に一致するた
めに変形されなければならない。それぞれの変形は、処理ユニットが実施するように構成
された適合の少なくとも一部である。今や適合モデルによって表された、適合された表面
輪郭のせいで、内部形態の類似の適合が、類似のやり方で実施されなければならない。故
に、処理ユニットは、適合モデルを受信するために、「全体的な」人間参照モデルを適合
させるように構成される。この文脈において、人間参照モデルの適合は、人間参照モデル
によって表される内部形態の適合もカバーするものであり、及び／又はこれに関するもの
であることに留意されたい。この適合は、人間参照モデルの表面輪郭と内部形態との間の
機能的関係に基づく。故に、機能的関係は、もしも人間参照モデルによって表される表面
輪郭が適合、特には変形されたら、内部形態をどのように適合させるかについての情報を
提供する。従って、適合モデルは、それぞれ適合された表面輪郭、それぞれ適合された内
部形態、及び前記表面輪郭と前記内部形態との間の関係を表す。換言すれば、適合モデル
は、被験者の表面輪郭を仮想的に表すとともに、被験者の内部形態を仮想的に表す。更に



(19) JP 2020-509858 A 2020.4.2

10

20

30

40

50

は、カメラユニットは、前記画像が追跡画像として注目されたときに、被験者の更なる画
像を取得するように構成される。もしも手持ち式超音波トランスデューサがこの被験者の
表面に配置されているなら、被験者の画像が取得される。結果として、追跡画像は、被験
者の表面の前に手持ち式超音波トランスデューサを図示する。換言すれば、追跡画像は、
手持ち式トランスデューサ及び手持ち式超音波トランスデューサを包囲する被験者の表面
の領域を図示する。処理ユニットは、追跡画像において手持ち式超音波トランスデューサ
を認識するように構成される。この目的のために、処理ユニットは、トランスデューサモ
デルにアクセスする。トランスデューサモデルは、デバイスのメモリに記憶される。よっ
て、あらかじめ、トランスデューサモデルは、入力インターフェースを介して、サーバか
ら又はそのような手持ち式超音波トランスデューサからアクセスされる。トランスデュー
サモデルは、好ましくは、手持ち式超音波トランスデューサの表面輪郭を表す。故に、手
持ち式超音波トランスデューサの認識は、トランスデューサモデル及び追跡画像に基づい
て実施される。更には、追跡画像において図示された被験者の表面の手持ち式超音波トラ
ンスデューサを包囲する領域は、処理ユニットがそれに基づいて被験者に対する手持ち式
超音波トランスデューサの位置及び／又は向きを決定することができるように、被験者の
輪郭画像と位置合わせされる。結果として、処理ユニットは、被験者に対する手持ち式超
音波トランスデューサのトランスデューサ姿勢（位置及び／又は向き）を決定するように
構成される。実際には、手持ち式超音波トランスデューサは、被験者の所望のスキャン領
域をスキャンするために、被験者の表面に配置されるべきである。スキャン領域は、被験
者の内臓に関連する。故に、デバイス及び／又は手持ち式超音波トランスデューサのオペ
レータは、デバイスのディスプレイ及び／又はデバイスのユーザ入力インターフェースを
介して、スキャン領域及び／又は内臓を選択する。一実施例において、デバイスのディス
プレイはタッチディスプレイである。この場合、適合モデルの内部形態は、ディスプレイ
を介して仮想的に図示される。更に、デバイスは、処理ユニット及びタッチディスプレイ
を介して、適合モデルの内部形態のスキャン領域を少なくとも間接的に表すターゲット信
号を決定するために、ユーザ入力、例えば所望のスキャン領域を図示したディスプレイの
位置におけるタッチ操作を受け取るように構成される。処理ユニットは、ターゲット信号
（所望のスキャン領域を少なくとも間接的に表す）に基づいて、ターゲット姿勢に位置付
け及び／又は方向付けられた手持ち式超音波トランスデューサが被験者の所望のスキャン
領域（特には、所望の内臓）をスキャンするように配置されるように、被験者に対する手
持ち式超音波トランスデューサのためのターゲット姿勢を決定するように構成される。故
に、もしもオペレータが手持ち式超音波トランスデューサをターゲット姿勢に配置したな
ら、所望の及び／又は信頼性の高い超音波画像が、被験者のスキャン領域（特には内臓）
から取得される。従って、デバイスの処理ユニットは更に、ターゲット姿勢及び手持ち式
超音波トランスデューサの実際のトランスデューサ姿勢に基づいて、ガイダンス信号を決
定するように構成される。しばしば、実際のトランスデューサ姿勢はターゲット姿勢には
なく、姿勢エラーをもたらす。トランスデューサ姿勢とターゲット姿勢との間のこの姿勢
エラーを減少させるために、処理ユニットは、ガイダンス信号を決定するように構成され
、ガイダンス信号は、手持ち式超音波トランスデューサをトランスデューサ姿勢からター
ゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるためのガイダンスを表す。例えば、ガイダンス
信号は、出発姿勢としてのトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢に到達するために、
（各）手持ち式超音波トランスデューサが移動及び／又は回転させられるべき方向矢印、
距離及び／又は角度をそれぞれ表す。例えば、前記方向、距離及び／又は角度は、デバイ
スのディスプレイに図示される。更には、矢印などのガイド要素は、オペレータが手持ち
式超音波トランスデューサの位置及び／又は向きをどのように変化させるか図示するため
に、デバイスのディスプレイに表示される。代替的に及び／又は追加的に、信号接続が、
デバイスと手持ち式超音波トランスデューサとの間に確立され、ガイダンス信号は、手持
ち式超音波トランスデューサへと送信され得る。手持ち式超音波トランスデューサは、特
には、ガイダンス信号に基づいて少なくとも１つのガイダンス要素を図示するために、光
学的及び／又は音響的に信号又は記号を出力するように構成される。例えば、手持ち式超
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音波トランスデューサは、特には矢印の形態の点灯ユニットを備え、これはガイダンス信
号に応じてハイライトされる。例えば、もしもターゲット姿勢が手持ち式トランスデュー
サの実際のトランスデューサ姿勢の左側にあるとしたら、ＬＥＤ矢印がハイライトされ、
手持ち式超音波トランスデューサの左への移動を示唆するように図示及び／又は指示する
。
【００６３】
　本発明のこれらの及び他の態様は、以下に説明される実施形態から明らかになるととも
に、それらを参照して解明されよう。
【００６４】
　本発明の例示的な実施形態が、以下の図面を参照して以下に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】デバイスの第１の実施形態及び第１の位置にある手持ち式超音波トランスデュー
サの第１の実施例を概略的に図示する図である。
【図２】デバイスの第１の実施形態及び第２の位置にある手持ち式超音波トランスデュー
サの第１の実施例を概略的に図示する図である。
【図３】デバイスの第２の実施形態及び手持ち式超音波トランスデューサの第１の実施例
を概略的に図示する図である。
【図４】デバイスのディスプレイのスクリーンの例示的な図示を概略的に示す図である。
【図５】本発明によるシステムの実施形態を概略的に図示する図である。
【図６】本発明による方法の実施形態を概略的に図示する図である。
【発明を実施するための形態】
【００６６】
　図１は、ガイダンス信号を決定するためのデバイス２を概略的に図示する。更には、図
１は、被験者１０及び手持ち式超音波トランスデューサ１４を概略的に図示する。手持ち
式超音波トランスデューサ１４は、被験者１０の表面２２に配置される。手持ち式超音波
トランスデューサ１４のプローブ１８は、被験者１０の方に向けられている。手持ち式超
音波トランスデューサ１４を被験者の表面２２に配置するために、手持ち式超音波トラン
スデューサ１４は、特にはそのプローブ１８とともに、被験者１０の表面２２に直接的に
又は間接的に配置される。手持ち式超音波トランスデューサのプローブ１８は、検知範囲
１６に関連付けられる。検知範囲１６は、好ましくは、手持ち式超音波トランスデューサ
１４のプローブ１８によって超音波放射が提供され、好ましくは被験者１０によって反射
され、反射された放射が手持ち式超音波トランスデューサ１４のプローブ１８によって検
知される範囲である。故に、検知範囲１６は、超音波検知が実行され得る、手持ち式超音
波トランスデューサ１４のプローブ１８に関連付けられた範囲に関する。
【００６７】
　手持ち式超音波トランスデューサ１４は、好ましくは、可搬式の手持ち式超音波トラン
スデューサ１４によって形成される。従って、手持ち式超音波トランスデューサはコード
レスである。故に、手持ち式超音波トランスデューサは、被験者１０の表面２２に対して
非常に柔軟に位置付け及び／又は方向付けられる。この結果として、しばしば、専門的な
医療スタッフだけが、手持ち式超音波トランスデューサ１４を介して、信頼性の高い超音
波画像結果をもたらす超音波検査を行い得る。この欠陥を克服するために、好ましくは、
デバイス２は、被験者１０の所望のスキャン領域２４が、手持ち式超音波トランスデュー
サ１４、特には経験の乏しいオペレータによって取り扱われた手持ち式超音波トランスデ
ューサ１４を介して確実にスキャンされ得るように、手持ち式超音波トランスデューサ１
４を移動及び／又は回転させるためのガイダンスを表すガイダンス信号を決定するように
構成される。
【００６８】
　デバイスは、入力ユニットと処理ユニット６とを備える。好ましくは、デバイス２は、
ディスプレイ２６を更に備える。デバイス２の入力ユニットは、被験者の表面輪郭の少な
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くとも間接的に取得された輪郭（８）画像を受信するように構成される。例えば、カメラ
ユニット４が、被験者１０の表面輪郭８の輪郭画像を少なくとも間接的に取得するために
備えられる。特にデバイス２が可搬式タブレットコンピュータによって形成される場合に
は、カメラユニット４は２次元カメラを備える。２Ｄカメラを介して、被験者１０の表面
輪郭８の複数の２次元的画像が取得される。これらの２次元的画像に基づいて、カメラユ
ニット４は、特には処理ユニット６とともに、被験者１０の表面輪郭８の輪郭画像を（好
ましくは、３次元的画像又は奥行き画像として）決定する。故に、被験者１０の表面輪郭
８の輪郭画像の間接的な取得は、複数の２次元的画像の取得と、前記複数の２次元的画像
に基づいた輪郭画像の決定とを含む。しかしながら、代替的に及び／又は追加的に、カメ
ラユニット４は、３次元カメラを備えてもよい。この３次元カメラは、被験者１０の表面
輪郭８の３次元的輪郭画像を直接的に取得するように構成される。
【００６９】
　処理ユニット６は、人間参照モデルにアクセスするように構成される。このモデルは、
データモデル又は人間参照データモデルを指す。デバイス２はメモリユニット２８を備え
る。人間参照モデルは、メモリユニット２８によって記憶される。故に、処理ユニット６
は、人間参照モデルにアクセスするために、メモリユニット２８にアクセスするように構
成される。代替的に及び／又は追加的に、デバイス２は、インターフェース３０を備える
。インターフェース３０はインターフェースユニット又は通信ユニットとも称される。処
理ユニット６は、特にはサーバから又は手持ち式超音波デバイス１４から、インターフェ
ース３０を介して、人間参照モデルにアクセスするように構成される。この目的のために
、インターフェース３０とサーバ又は手持ち式超音波トランスデューサ１４との間に、そ
れぞれ信号接続が確立される。信号接続は恒久的な信号接続又は一時的に確立される信号
接続である。
【００７０】
　人間参照モデルは、仮想的被験者の表面輪郭、その内部形態、及びその表面輪郭とその
内部形態との間の関係を表す。故に、人間参照モデルは参照モデルとしての役割を果たす
。仮想的被験者の表面輪郭が被験者１０の表面輪郭８の以前に取得された輪郭画像に一致
及び／又は合致するように人間参照モデルを適合させることが望ましい。この一致及び／
又は合致手順の結果として、人間参照モデルによって表される内部形態が、それに応じて
適合される。一実施例において、人間参照モデルによって表される内部形態は、仮想的被
験者の少なくとも１つの内臓、骨格の少なくとも一部及び／又は血管系の少なくとも一部
を表す。故に、人間参照モデルによって表される内部形態は、仮想的被験者の解剖学的構
造を表す。適合モデルの表面輪郭が被験者１０の表面輪郭と一致するように人間参照モデ
ルを適合させることは、適合モデルのそれに応じて適合された内部形態をもたらし、適合
モデルの内部形態は、被験者１０の内部形態の推定を表す。換言すれば、処理ユニット６
は、人間参照モデルを適合させて適合モデルをもたらすように構成され、それによって、
適合モデルによって表される表面輪郭は、被験者１０の表面輪郭に一致する。以前に論じ
たように、適合モデルをもたらす人間参照モデルの適合は、全体的な人間参照モデルに対
して実行されるべきである。結果として、類似の適合が内部形態に対しても行われる。適
合モデルは、表面輪郭（これは被験者の表面輪郭に一致する）、適合された内部形態、及
び適合された表面輪郭とその適合された内部形態との間の関係を表す。その結果、適合モ
デルは、外側から又は被験者１０の表面輪郭８の輪郭画像からは見えない被験者１０の内
部解剖学的構造の位置及び／又は向きの良好な推定を提供する。例えば、適合モデルは、
被験者１０の表面輪郭８と内臓の場所及び／又は形状との典型的な統計的関係を符号化す
る。従って、適合モデルは、内臓の形状及び／又は場所の見込みのある予測を提供するた
めの基礎を提供する。
【００７１】
　カメラユニット４は更に、手持ち式超音波トランスデューサ１４が被験者１０の表面２
２に配置されたとき、手持ち式超音波トランスデューサ１４及び手持ち式超音波トランス
デューサ１４を包囲する被験者１０の表面２２の包囲領域２０の追跡画像を取得するよう
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に構成される。この文脈において、被験者１０の表面輪郭８の（以前に取得された）輪郭
画像は、好ましくは、手持ち式超音波トランスデューサ１４が被験者１０の表面２２に配
置されていない状態の被験者１０の表面輪郭８を表すことが留意される。
【００７２】
　更に、処理ユニット６は、トランスデューサモデルにアクセスするように構成される。
トランスデューサモデルはデータモデルである。トランスデューサモデルは、デバイス２
のメモリユニット２８に記憶される。代替的に又は追加的に、トランスデューサモデルは
、インターフェース３０を介してアクセスされる。故に、トランスデューサモデルは、イ
ンターフェース３０を介して、サーバから又は手持ち式超音波トランスデューサ１４から
アクセスされる。信号接続に関しては、それぞれの説明、実施例及び／又は効果の全ては
、この信号接続に対して類似のやり方で提供されることも意図される。
【００７３】
　トランスデューサモデルは、手持ち式超音波トランスデューサ１４の表面輪郭１２及び
手持ち式超音波トランスデューサ１４のプローブ１８の検知範囲１６を表す。故に、トラ
ンスデューサモデルは、追跡画像において図示される手持ち式超音波トランスデューサ１
４の表面輪郭１２に関する情報を処理ユニット６に提供する。
【００７４】
　従って、処理ユニット６は更に、トランスデューサモデルに基づいて、追跡画像におい
て手持ち式超音波トランスデューサ１４を認識して、被験者１０に対する手持ち式超音波
トランスデューサ１４のトランスデューサ姿勢を導出するように構成される。追跡画像は
、手持ち式超音波トランスデューサ１４を包囲する被験者１０の表面２２の包囲領域２０
を図示する。故に、輪郭画像に対して前記包囲領域２０の位置合わせが実施される。更に
は、手持ち式超音波トランスデューサ１４は、追跡画像において認識される。故に、処理
ユニット６は、これらの情報に基づいて、被験者１０に対する手持ち式超音波トランスデ
ューサ１４のトランスデューサ姿勢を決定するように構成される。トランスデューサ姿勢
は、被験者１０に対する手持ち式超音波トランスデューサ１４の位置及び／又は向きに関
する。
【００７５】
　更には、トランスデューサモデルは、手持ち式超音波トランスデューサ１４のプローブ
１８の検知範囲１６を表す。図１に関して、処理ユニット６は、手持ち式超音波トランス
デューサ１４のトランスデューサ姿勢及び検知範囲１６に基づいて、手持ち式超音波トラ
ンスデューサ１４を介して被験者１０のどの部分がスキャンされるかについて決定するよ
うに構成される。図１から分かるように、検知範囲１６は、被験者１０がスキャンされる
べき所望のスキャン領域２４の下方に配置されている。検知範囲１６が所望のスキャン領
域２４と合致するかについて判定するために、処理ユニット６は、スキャン領域２４につ
いての情報を必要とする。
【００７６】
　従って、処理ユニット６は、適合モデルの内部形態のスキャン領域２４を少なくとも間
接的に表すターゲット信号を受信するように構成される。被験者１０に合致するために適
合モデルは以前に決定されているので、スキャン領域２４は、被験者１０の内部形態のス
キャン領域も表す可能性が非常に高い。単純化のために、合致するものと想定される。故
に、スキャン領域２４は、被験者及び適合モデルを指す。ターゲット信号は、インターフ
ェース３０を介して処理ユニット６に提供される。代替的に又は追加的に、ディスプレイ
２６はタッチスクリーンである。オペレータは、タッチスクリーンへのタッチを介して、
処理ユニット６に入力信号を提供することができ、入力信号はターゲット信号を表し、又
はターゲット信号を決定するための基礎を提供する。例えば、適合モデルの内部形態は、
オペレータが特定の内臓を選択することができるように、タッチスクリーン（ディスプレ
イ２６）に少なくとも部分的に表示される。この選択に基づいて、処理ユニット６を介し
てターゲット信号が決定される。
【００７７】
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　処理ユニット６は、検知範囲１６とスキャン領域２４との仮想的な合致が達成されるよ
うに、ターゲット信号、トランスデューサモデル及び適合モデルに基づいて、被験者に対
する手持ち式超音波トランスデューサ１４のためのターゲット姿勢を決定するように構成
される。故に、もしもオペレータが手持ち式超音波トランスデューサ１４をターゲット姿
勢に配置したなら、手持ち式超音波トランスデューサ１４の検知範囲１６は被験者のスキ
ャン領域２４と合致し、又はこれを撮影する。このことは、図２において例示的に図示さ
れる。しかしながら、手持ち式トランスデューサ１４は、好ましくは、オペレータの手に
保持されている。故に、手持ち式超音波トランスデューサ１４が被験者１０の所望のスキ
ャン領域２４をスキャンするように、手持ち式超音波トランスデューサ１４の位置及び／
又は向きをどのように変化させるかについての情報をオペレータに提供することが望まし
い。この目的のために、処理ユニット６は、トランスデューサ姿勢及びターゲット姿勢に
基づいて、ガイダンス信号を決定するように構成され、ガイダンス信号は、手持ち式超音
波トランスデューサ１４をトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は
回転させるためのガイダンスを表す。一実施例において、ガイダンス信号は、手持ち式超
音波トランスデューサ１４を任意の方向に移動させるための、及び／又は手持ち式超音波
トランスデューサ１４を任意の軸、特には手持ち式超音波トランスデューサ１４と関連付
けられた１つの軸の周りで回転させるためのガイダンスを表す。
【００７８】
　図４は、ディスプレイ２６のスクリーンショットを例示的に図示する。デバイス２は、
ガイダンス信号に基づいて、ディスプレイ２６を介して、少なくとも１つのグラフィカル
要素３２を図示するように構成され、少なくとも１つのグラフィカル要素３２は、手持ち
式超音波トランスデューサ１４をトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び
／又は回転させるためのガイダンスを示す。
【００７９】
　図１及び図２の概要から、ガイダンス信号は手持ち式超音波トランスデューサ１４の上
方への移動を表すべきであることが分かる。結果として、デバイス２は、ディスプレイ２
６を介して、図４において例示的に示されているように、上方へ向けられた矢印を図示す
る。故に、オペレータは、手持ち式超音波トランスデューサ１４を、図１において示され
るトランスデューサ姿勢から、図２において例示的に図示されているように手持ち式超音
波トランスデューサ１４のためのターゲット姿勢へと移動させるために、手持ち式超音波
トランスデューサ１４を上方へと移動させるガイダンスを受け取る。手持ち式超音波トラ
ンスデューサ１４がターゲット姿勢に到達したなら、スキャン領域２４のスキャンが、手
持ち式超音波トランスデューサ１４を介して実施される。
【００８０】
　図３から例示的に分かるように、デバイス２は、プロジェクタ３４、特にはレーザービ
ームプロジェクタを備え得る。デバイス２は、ガイダンス信号に基づいて、プロジェクタ
３４を介して、少なくとも１つのグラフィカル要素３２を被験者の表面２２に光学的に図
示するように構成され、少なくとも１つのグラフィカル要素３２は、手持ち式超音波トラ
ンスデューサ１４をトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転さ
せるためのガイダンスを示す。グラフィカル要素は、図４において示されるグラフィカル
要素３２と類似のやり方によって形成される。故に、矢印が、プロジェクタ３４を介して
表面２２上に投影される。その結果、手持ち式超音波トランスデューサ１４のオペレータ
は、実際のトランスデューサ姿勢とターゲット姿勢との合致を達成するために、手持ち式
超音波トランスデューサ１４を上方へと移動させる情報を受け取る。
【００８１】
　更には、デバイス２は、音響的出力手段、例えばラウドスピーカを備える。デバイス２
は、ガイダンス信号に基づいて、ラウドスピーカを介して、音響的信号、例えば、所定の
合成音声を出力するように構成され、音響的信号は、手持ち式超音波トランスデューサを
トランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるためのガイダン
スを示す。
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【００８２】
　図４に図示されるグラフィカル要素に関して、このグラフィカル要素３２は、手持ち式
超音波トランスデューサ１４のオペレータに、量的情報ではなくむしろ質的情報を与える
。故に、オペレータは、手持ち式超音波トランスデューサ１４を少しの距離だけ上方に移
動させる。この距離は、実際のトランスデューサ姿勢とターゲット姿勢との合致を達成す
るためには十分でない。故に、実際のトランスデューサ姿勢とターゲット姿勢との所望の
合致が達成されるまでオペレータが手持ち式超音波トランスデューサ１４を移動及び／又
は回転させることができるように、ディスプレイ２６上に及び／又はプロジェクタ３４を
介して図示されるいくつかの後続のグラフィカル要素３２をオペレータに提供することが
望ましい。故に、デバイス２は、ガイダンス信号及び／又はグラフィカル要素３２の図示
をアップデートするように構成される。
【００８３】
　一実施例において、デバイス２は、少なくとも１回のアップデートを実施するように構
成され、各アップデートについて、カメラユニット４は、手持ち式超音波トランスデュー
サ１４が被験者の表面２２に配置されたとき、手持ち式超音波トランスデューサ１４及び
手持ち式超音波トランスデューサ１４を包囲する被験者１０の表面２２の包囲領域２０の
更なる追跡画像を、アップデートされた追跡画像として取得するように構成され、処理ユ
ニット６は、トランスデューサモデルに基づいて、アップデートされた追跡画像において
手持ち式超音波トランスデューサ１４を認識して、被験者１０に対する手持ち式超音波ト
ランスデューサ１４のアップデートされたトランスデューサ姿勢を導出するように構成さ
れる。処理ユニット６は更に、ターゲット姿勢及び以前にアップデートされたトランスデ
ューサ姿勢に基づいて、ガイダンス信号を少なくとも１回アップデートするように構成さ
れる。デバイス２は、ガイダンス信号の各アップデートの後、少なくとも１つのグラフィ
カル要素３２が、手持ち式超音波トランスデューサをアップデートされたトランスデュー
サ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回転させるためのアップデートされたガイ
ダンスを示すように、最後にアップデートされたガイダンス信号に基づいて、少なくとも
１つのグラフィカル要素３２の図示をアップデートするように構成される。
【００８４】
　一実施例において、デバイス２はトランスデューサデータセットにアクセスするように
構成される。トランスデューサデータセットはそのようなデータセットとも称される。ト
ランスデューサデータセットは、デバイス２のメモリユニット２８に記憶される。代替的
に又は追加的に、トランスデューサデータセットは、インターフェース３０を介して、特
にはサーバからアクセスされる。この目的のために、恒久的な又は一時的な信号接続が、
インターフェース３０を介してサーバへと確立される。トランスデューサデータセットは
、複数の異なるトランスデューサ基本モデルを備える。トランスデューサ基本モデルの各
々は、トランスデューサモデルと類似のやり方で形成される。しかしながら、基本モデル
は互いに異なるものである。故に、トランスデューサ基本モデルの各々は、関連付けられ
た手持ち式超音波トランスデューサ１４の表面輪郭及びそのプローブ１８の検知範囲１６
を表す。従って、トランスデューサ基本モデルの各々は、別の実際の手持ち式超音波トラ
ンスデューサ１４、特には異なるタイプの各々の手持ち式超音波トランスデューサ１４を
指す。
【００８５】
　デバイス２は更に、トランスデューサ選択信号を受信するように構成される。トランス
デューサ選択信号はそのような信号である。デバイス２のインターフェース３０は、前記
トランスデューサ選択信号を受信するように構成される。代替的に及び／又は追加的に、
デバイス２は入力パネルを備え、これはディスプレイ２６によってタッチスクリーンとし
て形成される。故に、入力パネル及び処理ユニット６は、入力パネルへの外部操作、例え
ばタッチスクリーンにおけるタッチに基づいて、トランスデューサ選択信号を決定するよ
うに構成される。例えば、デバイス２は、トランスデューサ基本モデルの少なくともサブ
セットがディスプレイ２６上に示されるようにディスプレイ２６を制御するように構成さ
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れる。オペレータは、ディスプレイ２６へのタッチを介して、リストにおけるアイテムの
うちの１つを選択し、それによって、ディスプレイ２６上のリストのアイテムにおいて示
されるそれぞれのトランスデューサ基本モデルによって表されるトランスデューサのうち
の１つを選択する。これに基づいて、処理ユニット６は、それぞれのトランスデューサ選
択信号を決定するように構成される。処理ユニット６は更に、トランスデューサ選択信号
によって示されるトランスデューサ基本モデルを、そのようなトランスデューサとして選
択するように構成される。その結果、デバイス２は、複数の異なる種類及び／又はタイプ
の手持ち式超音波トランスデューサ１４の各々と協働するように構成される。従って、更
に、処理ユニット６は、もしもそれぞれのトランスデューサモデルが複数の異なるトラン
スデューサ基本モデルから以前に選択されていたなら、追跡画像において任意の手持ち式
超音波トランスデューサ１４を認識することができる。
【００８６】
　特には、複数の異なるトランスデューサ基本モデルを備えるトランスデューサデータセ
ットがメモリユニット２８に記憶されていない場合には、デバイス２は、異なるやり方で
トランスデューサモデルを受信するように構成される。例えば、デバイス２は、インター
フェース３０を介してトランスデューサモデル信号を受信するように構成され、トランス
デューサモデル信号はトランスデューサモデルを表す。故に、トランスデューサモデル信
号は、トランスデューサモデルをメモリユニット２８に記憶するために、あらかじめデバ
イス２に送信される。その後、処理ユニット６は、例えば追跡画像における手持ち式超音
波トランスデューサ１４の認識のためにトランスデューサモデルを使用するために、メモ
リユニット２８からそれぞれのトランスデューサモデルにアクセスする。
【００８７】
　一実施例において、デバイス２の入力インターフェース３０は、トランスデューサモデ
ル信号及び／又はトランスデューサ選択信号が手持ち式超音波トランスデューサ１４から
受信され得るように、手持ち式超音波トランスデューサ１４との信号接続を確立するよう
に構成される。一実施例において、手持ち式超音波トランスデューサ１４は（更なる）メ
モリユニットを備え、これは、それぞれの手持ち式超音波トランスデューサ１４に対応す
るトランスデューサモデルを記憶する。故に、もしもデバイス２がそれぞれの手持ち式超
音波トランスデューサ１４と協働するように使用されるなら、インターフェース３０を介
してトランスデューサモデル信号をデバイス２に送信するために、信号接続が少なくとも
一時的に確立され、トランスデューサモデルはデバイス２のメモリユニット２８に記憶さ
れ得る。同様に、トランスデューサ選択信号をデバイス２に送信するために信号接続が確
立され、トランスデューサ選択信号は、それぞれの手持ち式超音波トランスデューサ１４
についての情報、例えば、そのモデル番号及び／又は任意の他の識別番号を表す。故に、
デバイス２は、複数の異なるトランスデューサ基本モデルから、例えばそれぞれの手持ち
式超音波トランスデューサ１４のモデル番号を示す、送信されたトランスデューサ選択信
号に基づいて、それぞれのトランスデューサ基本モデルを選択し、選択されたトランスデ
ューサ基本モデルは、更なる目的のためにトランスデューサモデルを形成する。
【００８８】
　手持ち式超音波トランスデューサ１４は、概して、被験者１０の内部形態の少なくとも
一部をスキャンするように構成されるので、それぞれの情報は、適合モデル、特には適合
モデルによって表される内部形態を向上させるために使用される。故に、手持ち式超音波
トランスデューサ１４を介して取得される超音波画像は、続いて適合モデルを向上させる
ために、デバイス２に送信され、続いて適合モデルは被験者１０の実際の内部形態をより
正確に推定する。
【００８９】
　一実施例において、デバイス２は、手持ち式超音波トランスデューサ１４から超音波信
号を受信するように構成された入力インターフェース３０を備える。超音波信号は、その
ような信号である。超音波信号は、手持ち式超音波トランスデューサ１４によって取得さ
れて被験者１０の少なくとも形態セグメントを図示する超音波画像を表す。デバイス２の
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処理ユニット６は、適合モデルをアップデートして、アップデートされた適合モデルによ
って表される内部形態を被験者１０の形態セグメントに一致させるように構成される。処
理ユニット６は更に、ターゲット信号、トランスデューサモデル及びアップデートされた
適合モデルに基づいて、被験者１０に対する手持ち式超音波トランスデューサ１４のため
のターゲット姿勢をアップデートして、検知範囲とスキャン領域との仮想的な合致をもた
らすように構成される。処理ユニットは更に、トランスデューサ姿勢及びアップデートさ
れたターゲット姿勢に基づいて、ガイダンス信号をアップデートするように構成される。
更には、デバイス２は、少なくとも１つのグラフィカル要素の図示をアップデートするよ
うに構成される。
【００９０】
　その結果、手持ち式超音波トランスデューサ１４によって取得された少なくとも１つの
超音波画像は、ガイダンス信号の後続のアップデートをもたらすターゲット姿勢のアップ
デートを実施するための基礎としての役割を果たす。更には、少なくとも１つのグラフィ
カル要素３２の図示は、実際のトランスデューサ姿勢とアップデートされたターゲット姿
勢との間の合致を達成するために、手持ち式超音波トランスデューサ１４のオペレータに
手持ち式超音波トランスデューサ１４をどのように移動及び／又は回転させるかについて
の最新の情報を提供するためにアップデートされる。
【００９１】
　図５は、手持ち式超音波トランスデューサ１４のためのガイダンスを提供するためのシ
ステム３６の実施例を概略的に図示する。システム３６は、手持ち式超音波トランスデュ
ーサ１４と、デバイス２とを備える。ここでは、そのようなデバイス２及び／又はそのよ
うな手持ち式超音波トランスデューサ１４に関して提供された全ての実施例、効果及び／
又は説明を繰り返すことはしないが、システム３６は上述のデバイス２及び／又は手持ち
式超音波トランスデューサ１４を備えるものと意図されると理解されたい。故に、デバイ
ス２及び／又は手持ち式超音波トランスデューサ１４に関して上記において提供された全
ての実施例、説明、効果及び／又は利点が、システム３６によって実施されることも意図
される。故に、手持ち式超音波トランスデューサ１４は、被験者１０の表面２２に配置さ
れるように構成される。手持ち式超音波トランスデューサ１４及びデバイス２は、デバイ
ス２から手持ち式超音波トランスデューサ１４へとガイダンス信号を送信するように構成
される。この目的のために、信号接続３８が、デバイス２と手持ち式超音波トランスデュ
ーサ１４との間に確立される。一実施例において、信号接続３８は、デバイス２と手持ち
式超音波トランスデューサ１４との間のケーブル接続によって提供される。このケーブル
接続は、デバイス２のインターフェース３０と手持ち式超音波トランスデューサ１４の更
なるインターフェース４０との間に確立される。ケーブル接続の代わりに、無線信号接続
が、デバイス２のインターフェース３０と手持ち式超音波トランスデューサ１４のインタ
ーフェース４０との間に確立されてもよい。手持ち式超音波トランスデューサは、特には
光学的手段及び／又は音響的手段を有する出力ユニット４２を備える。手持ち式超音波ト
ランスデューサ１４は、ガイダンス信号に基づいて、出力ユニット４２を介してガイダン
スを示すように構成される。故に、手持ち式超音波トランスデューサ１４は、出力ユニッ
ト４２、特には光学的手段を介して、オペレータが実際のトランスデューサ姿勢とターゲ
ット姿勢との合致を達成できるように、手持ち式超音波トランスデューサ１４をどのよう
に移動及び／又は回転させるかについて示す。
【００９２】
　図６は、ガイダンス信号を決定するための方法４４の実施例を概略的に図示する。方法
は以下のステップを有する。
【００９３】
　第１のステップａ）において、デバイス２のカメラユニット４を介して、被験者１０の
表面輪郭の輪郭画像が少なくとも間接的に取得される。
【００９４】
　第２のステップｂ）において、デバイス２の処理ユニット６を介して、人間参照モデル
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がアクセスされ、人間参照モデルは、仮想的被験者の表面輪郭、その内部形態、及びその
表面輪郭とその内部形態との間の関係を表す。
【００９５】
　第３のステップｃ）において、処理ユニット６を介して、人間参照モデルが適合されて
適合モデルをもたらし、適合モデルによって表される表面輪郭は被験者１０の表面輪郭に
一致する。
【００９６】
　第４のステップｄ）において、処理ユニット６を介して、トランスデューサモデルがア
クセスされ、トランスデューサモデルは、手持ち式超音波トランスデューサ１４の表面輪
郭及び手持ち式超音波トランスデューサ１４のプローブ１８の検知範囲を表す。
【００９７】
　第５のステップｅ）において、手持ち式超音波トランスデューサ１４が被験者１０の表
面２２に配置されたとき、カメラユニット４を介して、手持ち式超音波トランスデューサ
１４及び手持ち式超音波トランスデューサ１４を包囲する被験者１０の表面２２の包囲領
域２０の追跡画像が取得される。
【００９８】
　第６のステップｆ）において、処理ユニット６を介して、トランスデューサモデルに基
づいて、追跡画像において手持ち式超音波トランスデューサ１４が認識され、被験者に対
する手持ち式超音波トランスデューサ１４のトランスデューサ姿勢を導出する。
【００９９】
　第７のステップｇ）において、処理ユニット６を介して、ターゲット信号が受信され、
ターゲット信号は、適合モデルの内部形態のスキャン領域２４を少なくとも間接的に表す
。
【０１００】
　第８のステップｈ）において、処理ユニット６を介して、ターゲット信号、トランスデ
ューサモデル及び適合モデルに基づいて、被験者１０に対する手持ち式超音波トランスデ
ューサ１４のためのターゲット姿勢が決定され、検知範囲１６とスキャン領域２４との仮
想的な合致をもたらす。
【０１０１】
　第９のステップｉ）において、処理ユニット６を介して、トランスデューサ姿勢及びタ
ーゲット姿勢に基づいてガイダンス信号が決定され、ガイダンス信号は、手持ち式超音波
トランスデューサ１４をトランスデューサ姿勢からターゲット姿勢へと移動及び／又は回
転させるためのガイダンスを表す。
【０１０２】
　本発明の更なる実施例によると、処理ユニットによって実行されたときに、上述の方法
を実行するように適合されたコンピュータプログラム要素が提供される。
【０１０３】
　本発明の更なる実施例によると、処理ユニットによって実行されたときに、上述の方法
を実行するように適合されたコンピュータプログラム要素を記憶したコンピュータ可読媒
体が提供される。
【０１０４】
　本発明の別の例示的な実施形態によると、適切なシステム上で、前述の実施形態の１つ
による方法のステップを実行するように適合されることを特徴とするコンピュータプログ
ラム又はコンピュータプログラム要素が提供される。
【０１０５】
　従って、コンピュータプログラム要素は、本発明の実施形態の一部でもあるコンピュー
タユニットに記憶される。このコンピューティングユニットは、上述の方法のステップを
実施又は実施を誘起するように適合される。更には、コンピューティングユニットは、上
述の装置のコンポーネントを動作させるように適合される。コンピューティングユニット
は、自動的に動作し、及び／又はユーザの命令を実行するように適合され得る。コンピュ
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プロセッサは、本発明の方法を行うために設けられる。本発明のこの例示的な実施形態は
、最初から本発明を使用するコンピュータプログラムと、アップデートによって、既存の
プログラムを本発明を使用するプログラムへと変化させるコンピュータプログラムの両方
をカバーする。
【０１０６】
　更に、コンピュータプログラム要素は、上述の方法の例示的な実施形態の手順を完遂す
るための全ての必要なステップを提供することができる。
【０１０７】
　本発明の更なる例示的な実施形態によると、ＣＤ－ＲＯＭなどのコンピュータ可読媒体
が提示され、コンピュータ可読媒体は、前のセクションによって説明されたコンピュータ
プログラム要素を記憶する。コンピュータプログラムは、他のハードウェアとともに又は
他のハードウェアの一部として供給される光学的記憶媒体又はソリッドステート媒体など
、適切な媒体上に記憶及び／又は分配されるが、インターネット又は他の有線若しくはワ
イヤレス遠隔通信システムを介してなど、他の形態でも分配される。
【０１０８】
　しかしながら、コンピュータプログラムは、Ｗｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂなどのネッ
トワーク上で提示されてもよく、このようなネットワークからデータプロセッサのワーキ
ングメモリへとダウンロードされ得る。本発明の更なる例示的な実施形態によると、コン
ピュータプログラム要素をダウンロードで使用可能とするための媒体が提供され、コンピ
ュータプログラム要素は、本発明のここまでに説明された実施形態のうちの１つによる方
法を実施するように構成される。
【０１０９】
　本発明の実施形態は、異なる主題に関して説明されていることに留意されたい。特には
、いくつかの実施形態はデバイスに関して説明されている一方で、他の実施形態は方法に
関して説明されている。しかしながら、当業者は、上記のことから、別段の告知がない限
り、１つの主題に属する特徴の任意の組み合わせに加えて、異なる主題に関する特徴の間
での任意の組み合わせも本出願とともに開示されるものと見なされることが分かるであろ
う。しかしながら、全ての特徴は組み合わされ得、それによって、それらの特徴の単なる
加算よりも大きな相乗効果を提供し得る。
【０１１０】
　本発明は、図面及び前述の説明において詳細に図示及び説明されたが、このような図示
及び説明は、説明的又は例示的なものと見なされるべきであり、制限的なものと見なされ
るべきではない。本発明は、開示された実施形態に限定されるものではない。開示された
実施形態に対する他の変形が、特許請求された本発明を実践するにあたって、当業者によ
って、図面、本開示、及び従属請求項を検討することにより、理解及び実行され得る。
【０１１１】
　特許請求の範囲において、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という語は、他の要素
又はステップを排除するものではなく、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は、複数性を排除す
るものではない。単一の処理ユニット又は他のユニットが、特許請求の範囲において記載
されるいくつかのアイテムの機能を果たし得る。特定の手段が互いに異なる従属請求項に
記載されているという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有利に使用され得ない
ことを示すものではない。特許請求の範囲におけるいかなる参照記号も、範囲を限定する
ものとして解釈されるべきではない。
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